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1階

駐輪場

レイアウト Layout

総務部 庁舎代表 FAX  54-2522

1 税務課 市民税係 ☎ 43-1117
固定資産税係 ☎ 43-1109

固定資産税調査室 ☎ 43-1110
収納推進課 収納推進係 ☎ 43-1123
会計管理者
会計課 ☎ 43-1118
教育委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX  54-2112
教育総務課・学校適正配置準備室 ☎ 43-3381
学校教育課 ☎ 43-3382
生涯学習課 ☎ 43-3383
北浦教育文化研究所 ☎ 43-3387

職員出入口

北浦教育
文化研究所

相談室 102

仙北市職員
労働組合

教育長室

教育委員会
会計課

税務課

固定資産税調査室

2

1
2

相談室
101

3

4

4

5

5

6

正面
出入口

契約
検査室

管財課 財政課 まちづくり課 企画政策課 市長室

会議室
201

会議室
202

会議室
203

監査委員
事務局

選挙管理
委員会事務局

会議室
204

会議室
205

アクセス Access 〒 014-0398
秋田県仙北市角館町上野 18 番地
正面駐車場 50 台

田沢湖庁舎の市税などの
納付窓口について

スマイルバス・デマンドタクシーについて

　令和8年3月1日㈰に、スマイルバス・デマンドタクシーのダイヤ改
正と停留所変更などが行われます（実際の運行は3月2日㈪となります）。
新しい角館上野庁舎へお越しの際にご利用ください。
●スマイルバス下延線および八割線

「角館上野庁舎前」を通るルートへダイヤを改正。
●デマンドタクシー

「角館上野庁舎」を乗降場所に追加。
　なお、詳しい運行ダイヤなどは広報 3 月号でお知らせします。

　現在、市税などの納付は会計課で受付し
ていますが、2 月 24 日から角館上野庁舎
に移転するため、移転後は田沢湖市民セン
ターの窓口で受付します。

6

収納推進課3

ご注意ください
　角館上野庁舎には、市民センターがないため、戸籍の届出や印鑑登録・印鑑証明書の発行、転
入・転出の手続きはできません。これまでに引き続き、角館市民センターなどでお手続きいただ
きますようお願いします。

仙北市役所 角館上野庁舎
2月24日　スタート火

駐輪場

P

P

西階段

市民スペース

東階段

東階段
西階段

屋外テラス

打合せ
スペース

　「角館上野庁舎」が 2 月 24 日㈫に開庁します。場所は、旧角館総合病院となります。
　田沢湖庁舎からは「税務課」「固定資産税調査室」「収納推進課」「会計課」「契約検査室」「管財課」「財
政課」「まちづくり課」「企画政策課」「監査委員事務局」「選挙管理委員会事務局」の 11 部局が、西木
庁舎からは教育委員会が角館上野庁舎に移動することになります。

総務部
7 契約検査室 ☎ 43-1119

管財課 管財係 ☎ 43-1114
国土調査係 ☎ 43-3385

財政課 ☎ 43-1113
企画部
まちづくり課 ☎ 43-3315

企画政策課 企画政策係・情報統計係 ☎ 43-1112
ふるさと納税係 ☎ 43-1241

行政委員会
監査委員事務局 ☎ 43-1154

選挙管理委員会事務局 ☎ 43-1150
FAX 54-3222
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仙北市役所仙北市役所 お 仕 事 紹 介 　住民のくらしを支え、地域の未来をつくる——市役所はさまざまな行政サービスを提供しています。戸籍・住民票の
手続きから、教育・福祉・まちづくり・環境・防災など。市役所の主な役割と現場で働く職員の取り組みを、分かりや
すくご紹介します。

　会計課は、公金の収入や支出、安全で効率的な管理・運
用などを担当している部署です。公金とは、市民や事業者
の皆さまから納めていただいた税金や、国・県からの補助
金などです。学校や道路、福祉サービスなど、さまざまな
市の事業の支払いの手続きを行っており、滞ることなく適
切に処理することが仕事を進めるうえでとても重要です。 
　日々の業務では市民の皆さんに接する機会は多くありませ
んが、お預かりした大切なお金を扱う責任を常に意識し、安
心して暮らせるまちづくりを支えています。

　私は主に歳入の仕事を担当しています。市に入って
くる税金や使用料などが正しく計上されているかを確
認し、収納処理をすることが役割です。まだまだ分か
らないことも多く、学ぶことばかりですが、普段の仕
事を通じて各課のお金の流れや、市の仕事がどのよ
うにつながっているのかが少しずつ見えてきました。 
　日々の業務に取り組む中で、市民の皆さんの暮らし
や行政サービスを支えていることを実感するとともに、
その責任の重さも感じています。正確さが求められる
仕事ですが、その分、市の運営を支えていることに、
やりがいを感じながら業務に取り組んでいます。

　選挙管理委員会は、公職選挙法に基づき、国や県、市の選
挙を円滑に行うための事務を担当しています。
　主な業務として、選挙人名簿の調製・管理や、各種選挙の
執行のため投票所・期日前投票所の準備、立会人の選定、ポ
スター掲示場や入場券の手配などを行っています。また、選
挙事務のほかにも、裁判員・検察審査員候補者予定者の選定
や、選挙啓発なども行っています。
　今年度は秋田県知事選挙、参議院議員通常選挙、仙北市長
選挙が執行されました。現在は、２月執行予定の衆議院議員
総選挙・４月執行予定の仙北市議会議員一般選挙に向け、準
備を進めています。

　議会事務局の仕事は、表に出ることは少ないで
すが、議会がスムーズに進むためには欠かせない
ものだと感じています。
　議会は仙北市のこれからを決めるため、市当局
の提案に対し、市民の代表である市議会議員の方
々が質問や議論をする貴重な機会です。
　議会の場で発言されたことは、議事録として記
録・保存されるため、一語一句正確に記録するこ
とを注意しながら取り組んでいます。

　監査委員事務局は、市の財政や事業が適正に行われている
かをチェックする役割を担っています。監査委員は専門的な
知識を持つ人と、市議会議員から選ばれた人から構成され、
事務局はその監査活動を支える部署です。
　「決算審査」という大切な仕事では、市の予算の使い方や各
課の仕事が法律やルールに従って行われているかを調べ、改
善が必要な点があれば指摘します。また、公営企業や補助金
を受けた団体の活動も対象です。これにより、市民の大切な
税金が無駄なく使われているかを確認し、行政への信頼を支
えています。監査の結果は報告書として公表され、誰でも見
ることができます。
　私たち監査委員事務局は、公正・中立な立場から行政を見
守り、市民の皆さんに安心していただける市政の実現を目指
しています。

　私たちは監査委員の監査業務を円滑に進めるための
資料作成、データ入力、他部署との連絡調整、庶務全
般を行っています。
　直接市民の方と接する機会は少ないですが、市政を
支える大切な役割だと感じています。
　法令や制度を踏まえながら、市の事業を多角的に確
認することで、市政の透明性や信頼性を高め、よりよ
い市政運営につなげていく役割を担っています。
　市全体を俯瞰して見ることができる点がこの仕事の
魅力だと感じています。
　市民の皆さんに安心していただける市政のために、

「市民の皆さんの目の代わり」という気持ちをもって
日々の業務に取り組んでいます。

職 員 の 声職 員 の 声

選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局

書記 W さん（勤務5 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

書記 S さん（勤務9 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

市の歳入確認・収納で市運営を市の歳入確認・収納で市運営を
支える！支える！

S さん（勤務4 年目）

会計課会計課

市民の声が届く議会を支えます！市民の声が届く議会を支えます！

議事調査係 S さん（勤務18 年目）

発言を逃さず議事録に記録することも大切です。

　衆議院議員総選挙のような、急な選挙にも対応でき
るように、公職選挙法などの関係法令を確認すること
を心がけています。また、国や県の選挙では、秋田県
と連携し、事務を進めています。
　市民の皆さんの生活や社会をよりよいものとするた
めに、皆さんの意見を反映させる代表者を決める大事
な仕事です。今後もさまざまな選挙が行われるため、
市民の皆さまが安心して投票を行うことができるよ
う、選挙事務に取り組んでいきます。

笑顔と正確さを大事に、窓口対応しています。

地方財務実務を学び、監査業務の土台を固めています。

信頼される市政運営のため、信頼される市政運営のため、
透明で公正なチェックを行って透明で公正なチェックを行って
います。います。

これからの仙北市を形作るこれからの仙北市を形作る
選挙を管理しています。選挙を管理しています。

議会事務局議会事務局

監査委員事務局監査委員事務局

選挙啓発ポスターを掲示中。

　議会事務局は、地方議会がスムーズに進むように支える役割
を担っています。
　議会での審議や会議が滞ることがないように、会議の準備・
運営・記録を行うほか、議員から提出される議案や請願・陳情
に係る意見書などの受け付けと処理、関係資料の作成などを担
当しています。
　また、開かれた議会を実現するため、会議録や広報紙の発行、
インターネット中継などによる情報提供にも取り組んでいます。
　さらに、議員の活動や、行政に対して適切な提言などを行え
るように事務面から支援を行っています。
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式
典
で
田
口
知
明
市
長
は
「
昨
年
８

月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
桧
木
内
川
の
氾

濫
に
よ
り
、
上
桧
木
内
地
区
へ
警
戒
レ

ベ
ル
５
の
緊
急
安
全
確
保
を
発
令
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
人
的
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、床
上
浸
水
17
棟
、

床
下
浸
水
19
棟
、農
地
や
農
業
用
施
設
、

農
作
物
な
ど
、
約
23
億
５
０
０
０
万
円

に
及
ぶ
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
住

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。国
や
県
、近
隣
市
町
村
、関
係
団
体
、

企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
か
ら

多
く
の
ご
支
援
と
義
援
金
を
い
た
だ

き
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
危
険
が
伴

う
中
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
被
害
拡
大
防

止
活
動
な
ど
、
献
身
的
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
現
在
も
日
常

を
取
り
戻
す
た
め
前
を
向
い
て
歩
ま
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
一
丸
と
な
っ
て

復
興
の
道
を
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
市
内
で
11
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
や
台
風
、

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
な
ど
自
然
災

害
が
常
態
化
す
る
中
、
地
域
に
根
差
し

た
消
防
団
の
存
在
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
引
き
続
き

装
備
の
充
実
な
ど
支
援
を
進
め
、
消
防

団
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い

り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
下
田
忠
浩
仙
北
市
消
防
団
長
は
「
自

分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
決
意
の
も
と
、
生
業
の
繁
忙
の
中
に

あ
っ
て
も
消
防
業
務
に
精
進
さ
れ
て
い

る
団
員
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
住
家
火
災
に
よ

り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
痛
ま
し
い
出
来

事
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
日
頃
か

ら
火
災
に
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
胸

に
刻
む
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

8
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
消
防
団
が
関

係
機
関
と
連
携
し
、
避
難
支
援
や
安
否

確
認
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
防
災
力

の
真
価
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消

防
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
こ
の
ほ
か
、
永
年
勤
続
者

の
表
彰
や
消
防
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、
令
和
7
年
中
に
入
団
し
た
新
入
団

員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　1 月 10 日、仙北市消防出初式が
仙北市民会館で開催され、団員や関
係者などおよそ 240 人が参加しま
した。
　式典に先立ち、市民会館前の駐車
場で観閲式が行われたほか、団員
210 人が力強く分列行進しました。

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

【
有
功
章
】

　

�

▼
浦
山
力
（
第
1
分
団
） 

▼
齋
藤
隆
志

（
第
5
分
団
） 

▼
山
本
茂
（
第
7
分
団
）

▼
菅
原
宗
弘
（
第
1
分
団
） 

▼
草
彅
民

夫
（
第
7
分
団
） 

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
藺
藤
博
行
（
第
5
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
中
村
和
好
（
第
6
分
団
） 

▼
新
山
博

毅
（
第
7
分
団
） 

▼
佐
藤
一
美
（
第
5

分
団
） 

▼
仙
波
覚
（
第
10
分
団
） 

▼
村

上
正
樹（
第
6
分
団
） 

▼
田
口
和
美（
第

3
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
丑
澤
司
（
第
2
分
団
） 

▼
池
田
茂
男

（
第
2
分
団
） 

▼
草
彅
賢
一
（
第
3
分

団
） 

▼
柴
田
尚
紀
（
第
1
分
団
） 

▼
髙

橋
敦
（
第
4
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
佐
藤
晶
久
（
第
6
分
団
） 

▼
千
葉
祐

介
（
第
1
分
団
） 

▼
三
浦
茂
樹
（
第
3

分
団
） 

▼
齋
藤
博
栄
（
第
5
分
団
） 

▼

草
彅
隆
幸
（
第
8
分
団
） 

▼
佐
藤
直
也

（
第
8
分
団
） 

▼
加
羽
博
（
第
8
分
団
） 

▼
藤
井
満
晴
（
第
4
分
団
） 

▼
黒
山
忍

（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
千
葉
稔
（
第
1
分
団
） 

▼
佐
藤
登
士

行
（
第
5
分
団
） 

▼
髙
村
徳
和
（
第
8

分
団
） 

▼
羽
根
川
裕
太
（
第
1
分
団
） 

▼
太
田
智
和
（
第
3
分
団
） 

▼
浅
利
日

出
男
（
第
6
分
団
）
▼
千
葉
信
宏
（
第

8
分
団
）

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤

務
）】

�　

�

▼
佐
藤
大
（
団
本
部
） 

▼
辻󠄀
広
勝
（
第

9
分
団
）

【
功
労
章

（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長
以
上
）】

　

�

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
） 

▼
水
平
幹
人

（
第
10
分
団
） 

▼
糸
井
直
紹
（
第
10
分

団
） 

▼
藤
村
隆
幸
（
第
4
分
団
） 

▼
佐

藤
正
輝
（
第
5
分
団
） 

▼
藤
川
信
喜

（
第
10
分
団
） 

▼
戸
澤
敏
之
（
第
10
分

団
）

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

　

�

▼
小
西
亮
太
（
第
2
分
団
） 

▼
田
口
祐

司
（
第
2
分
団
）
▼
田
口
哲
也
（
第

2
分
団
） 

▼
小
西
晃
裕
（
第
2
分
団
） 

▼
古
郡
巧
（
第
2
分
団
） 

▼
小
玉
広
美

（
第
10
分
団
） 

▼
福
岡
梨
佳
（
団
本
部
） 

▼
中
野
美
喜
（
団
本
部
） 

▼
辻󠄀
薫
（
団

本
部
） 

▼
菊
池
芳
明
（
第
2
分
団
） 

▼

門
脇
博
英
（
第
6
分
団
） 

▼
辻󠄀
渉
（
第

9
分
団
） ▼
小
木
田
広
樹（
第
9
分
団
） 

▼
藤
原
里
史
（
第
9
分
団
） 

▼
仙
波
賢

司
（
第
10
分
団
） 

▼
大
澤
栄
太
郎
（
第

10
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】 

　

�

▼
第
2
分
団
（
3
年
間
無
火
災
） 

▼

第
3
分
団
（
1
年
間
無
火
災
） 

▼
第

8
分
団
（
1
年
間
無
火
災
）

【
優
良
分
団
】

　

�

▼
第
4
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
1

位
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

第
3
位
） 

▼
第
8
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
2

位
） 

▼
第
5
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
3
位
）

【
感
謝
状
】

　

�

▼
前
副
団
長 

戸
村
純
厚 

▼
前
分
団
長 

小
西
芳
雄 

▼
前
分
団
長 

佐
藤
豊
紀 

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
川
越
祥
太
（
第
1
分
団
） 

▼
髙
橋
佐

門
（
第
3
分
団
） 

▼
田
中
薫
（
第
3
分

団
） 

▼
阿
部
大
地
（
第
6
分
団
） 

▼
門

脇
良
太（
第
6
分
団
） ▼
阿
部
峻
之（
第

6
分
団
） 

▼
佐
藤
信
一
（
第
7
分
団
） 

▼
髙
橋
清
郁
（
第
8
分
団
） 

▼
鈴
木
清

人
（
第
9
分
団
） 

▼
青
柳
光
範
（
第
9

分
団
） ▼
石
郷
岡
敏
行
（
第
9
分
団
）

〈秋
田
県
消
防
協
会

〈秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
藤
川
啓
吾
（
第
4
分
団
） 

▼
羽
川
翔

斗
（
第
1
分
団
） 

▼
浦
山
友
太
（
第
3

分
団
） 

▼
田
口
幸
栄
（
第
3
分
団
） 

▼

高
橋
吉
一
（
第
3
分
団
） 

▼
佐
藤
春
美

（
第
3
分
団
） 

▼
佐
藤
善
祐
（
第
3
分

団
） 

▼
今
野
爽
馬
（
第
4
分
団
） 

▼
高

橋
凌
（
第
4
分
団
） 

▼
関
谷
政
幸
（
第

6
分
団
） 

▼
草
薙
明
（
第
8
分
団
） 

▼

草
薙
紀
聡
（
第
8
分
団
） 

▼
相
馬
健

（
第
8
分
団
） 

▼
佐
々
木
貴
也
（
第
8

分
団
） 

▼
鈴
木
大
祐
（
第
9
分
団
） 

▼

鈴
木
達
也
（
第
9
分
団
）

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

表
彰
受
章
者

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
／
所
属
）

（
敬
称
略
／
所
属
）

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
田
中
和
昭
（
第
4
分
団
） 

▼
布
谷

優
綺
（
第
6
分
団
） 
▼
髙
橋
達
也
（
第

9
分
団
） 

▼
鈴
木
優
希
（
第
9
分
団
） 

▼
仙
波
紘
幸
（
第
10
分
団
） 
▼
藤
枝
諒

平
（
第
10
分
団
）

【
優
良
団
員
】

　

�

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
）（
大
仙
仙
北

美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練

の
部 

指
揮
者
） 

▼
藤
川
啓
吾
（
第
4

分
団
）（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓

練
大
会 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

指
揮
者
） 

▼
藤
枝
諒
平
（
第
10
分
団
）（
大
仙
仙

北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会 

小
型
ポ

ン
プ
の
部 

2
番
員
）

仙
北
市

仙
北
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

決
意
を
あ
ら
た
に

下田忠浩消防団長の訓示。 式典では各章の表彰が行われました。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶優勝 横手リトルシニア 草彅連之介（生保内中 2 年）

　12 月 27 日から 31 日までの 5 日間、台湾（嘉義市・台中市）
で第 21 回日台会長盃国際野球大会が開催され、代表選手として横
手リトルシニア所属の草彅連之介さんが出場しました。
　最終戦では、打者として 3 安打、投手として 1 回無失点と大活躍。
投打二刀流としてチームを支え、チームの優勝に貢献しました。

第 21 回日台会長盃国際少年野球大会

第23回秋田県小学生インドアソフトテニス選手権大会

（敬称略）

▶男子一部ダブルスの部 第1位 武藤小太郎（神代小 6 年）
▶女子一部ダブルスの部 第1位 江橋楓（西明寺小 6 年）

　12 月 28 日、大館市で開催された第23回秋田県小学生インドアソ
フトテニス選手権大会で、仙北市ソフトテニスジュニアの 2 人が優
勝しました。
　優勝した 2 人のほか、男子一部ダブルスの部で高橋颯太（西明寺小
５年）・西宮隆生（同）ペア、江橋樹（西明寺小４年）がベスト 8 入りし、
5 人は、2 月 7 日に宮城県仙台市で開催される東北大会への切符を手
にしました。

写真左から武藤小太郎さん、江橋楓さん。

秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
12
月
9
日
、
障
が
い
者
の
生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
支
援
す
る

活
動
を
行
う
個
人
ま
た
は
団
体
を
た
た
え
る
、令
和
7
年
度
「
障

害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
」
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
、

社
会
福
祉
法
人
秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
が
運
営
す
る
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

「
愛
仙
」「
愛
仙
の
華
」で
は
、地
域
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト「
ド

リ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｄ
ａ
ｙ
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
開
催
。
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
に
必
要
と

さ
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
活
動
イ
ベ
ン
ト「
せ
ん
ぼ
く
ハ
ー

ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
に
取
り
組
み
、
と
も
に
学
び
、
生
き
る
価

値
を
広
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人 

角
館
感
恩
講

「
子
ど
も
食
堂
（
食
彩
舞
桜
）」
へ

　
　
食
品
・
衛
生
用
品
な
ど
を
寄
贈

　
一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
で
は
令
和
7
年
度
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
の
孤
食
の
解
消
、
居
場
所
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
（
舞
桜
）」
へ
食
品
・

衛
生
用
品
な
ど
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

　「
こ
ど
も
食
堂
」
は
毎
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
を
し
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
イ

ベ
ン
ト
（
ビ
ン
ゴ
大
会
、
餅
つ
き
な
ど
）
を
通
し
て
地
域
の

方
々
と
も
交
流
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

▶浅利幹雄

　11 月 21 日、明治記念館で開催された令和７年全国暴力追放運動中央大会
で、仙北地区暴力追放推進委員会の浅利幹雄さんが全国暴力追放功労者表彰

（銅賞）を受賞しました。
　浅利さんは、長年にわたり地域の安心で住みよいまちづくりのため、暴力
追放活動に尽力され、暴力団などによる犯罪防止に多大な貢献をされている
ことを称え、警察庁長官と全国暴力追放運動推進センター会長から表彰され
ました。

令和7年度全国暴力追放功労者表彰（銅章）

令和 7 年度援護事業功労者 厚生労働大臣表彰

▶戦没者遺族援護功労 武藤啓司

　12 月 1 日、仙北市遺族連合会会長の武藤啓司さんが令和 7 年
度援護事業功労者 厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　この表彰は、戦没者遺族などへの支援に携わり、大きく貢献さ
れた方をたたえるものです。

写真左から田口市長、佐藤事務局長、小松管理者。
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仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
開
催
し
ま
し
た

　

12
月
23
日
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。			




 

　
仙
北
市
で
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
部
下
や
同
僚
な
ど
の
育

児
や
介
護
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
配
慮
、
理

解
の
あ
る
上
司
「
イ
ク
ボ
ス
」
を
市
内
に
増
や
す
た
め
、
企

業
や
事
業
所
な
ど
の
経
営
者
や
管
理
職
の
方
、
市
職
員
の
管

理
職
な
ど
を
対
象
に
毎
年
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
東
北 

秋
田
理
事
の
林
一
輝
氏
か
ら
、
市
職
員
の
管
理
職
13

人
、
市
内
事
業
所
7
人
の
参
加
者
に
対
し
て
「
と
も
に
働
く
部

下
・
ス
タ
ッ
フ
と
の
良
好
な
関
係
構
築
を
目
指
す
ボ
ス
に
」、「
生

産
性
の
高
い
企
業
を

作
り
出
す
ボ
ス
に
」、

「
自
ら
も
人
生
を
楽

し
む
ボ
ス
に
」
の
３

点
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
開
催
後

に
は
、
イ
ク
ボ
ス
に

な
る
こ
と
を
公
に
誓

う
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

行
い
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
向
け

た
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

台
湾
・
高
雄
富
邦
マ
ラ
ソ
ン

仙
北
市
派
遣
ラ
ン
ナ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
年
代
別
で
10
位
！

　

1
月
11
日
、

台
湾
高
雄
市
で
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ

ン
と
友
好
交
流

に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
て
い

る
「
高
雄
富
邦

マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ

ン
参
加
者
の
う

写真左から兜森輝美さん、髙橋智子さん。

実
戦
空
手
道

　
　
　
　
武
心
会
の
寒
稽
古

　
1
月
11
日
、
実
戦
空
手
道
武
心
会
の
寒
稽
古
が

実
施
さ
れ
、
県
内
の
各
道
場
か
ら
多
く
の
門
下
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
角
館
武
道
館
を
出
発
し
、
神
明
社
ま

で
走
っ
て
移
動
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
社
殿
前
で

行
っ
た
奉
納
稽
古
で
は
「
せ
い
っ
」
と
気
合
い
を

込
め
た
突
き
や
受
け
な
ど
の
基
本
動
作
を
繰
り
返

し
、
武
道
に
向
き
合
う
気
持
ち
を
改
め
て
胸
に
刻

み
ま
し
た
。
続
く
お
祓
い
で
は
、
今
年
1
年
の
無

事
と
、
試
合
で
の
活
躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
稽
古
後
に
は
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
参
加

者
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
杵
を
振
る
い
、

出
来
立
て
の
餅
を
味
わ
い
ま
し
た
。
寒
稽
古
で

培
っ
た
心
身
の
充
実
と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

県
南
研
修
会
で
仙
北
市
の
地
域
学
校
協
働

活
動
の
取
組
み
を
発
表

　
11
月
27
日
、
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
・
地
域
連
携
担
当
者
教
職
員
等
研
修
会
」
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、「
仙
北
市
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
高
く
評
価
さ
れ
、
県
南
地
区
の

教
職
員
な
ど
に
周
知
し
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
発
表
者
は
、
西
明
寺
小
校
長
判
田
久
樹
氏
、
同
校
推
進
員
高

橋
新
子
氏
、
西
明
寺
中
推
進
員
門
脇
光
浩
氏
、
教
育
委
員
会
担
当
者
の

相
澤
克
彦
氏
、
照
井
美
久
氏
の
5
人
で
す
。
発
表
内
容
の
テ
ー
マ
が
「
つ

な
ぐ
」
だ
っ
た
の
で
、
運
営
協
議
会
で
出
た
学
校
課
題
を
、
地
域
の
方
々

や
関
係
機
関
、
協
働
活
動
関
係
者
が
学
校
と
つ
な
が
っ
て
解
決
し
た
事

例
が
中
心
で
す
。

　
西
明
寺
小
の
運
動
会
や
く
り
っ
こ
探
検
隊
、
西
明
寺
中
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
取
組
み
を
高
橋
氏
、
門
脇
氏
が
歴
史
を
含
め
て
詳
し
く
説
明

し
ま
し
た
。
各
市
町
村
か
ら

参
加
し
た
約
１
０
０
人
の

方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
両
推
進
員
の
教

育
や
地
域
に
対
す
る
考
え
方
、

熱
意
に
胸
を
打
た
れ
た
と
い

う
感
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
校
の
取
組
み
が
地

域
と
つ
な
が
っ
て
進
め
ら
れ
、

子
ど
も
に
力
が
つ
い
て
い
る

こ
と
に
も
多
く
の
賞
賛
が
あ

り
ま
し
た
。

ち
仙
北
市
民
の
上
位
完
走
者
2
人
が
、
仙
北
市
の
派
遣
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
は
髙
橋
智
子
さ
ん
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
（
21
ｋ
ｍ
）
に
は
兜
森
輝
美
さ
ん
が
出
場
し
、
2
人
と

も
年
代
別
で
10
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
出
場
し
た
ラ
ン
ナ
ー

か
ら
は
、「
台
湾
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
が
で
き
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」「
台
湾
の
皆
さ
ん
の
声

援
が
温
か
く
、『
田
沢
湖
、頑
張
れ
』
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
」

な
ど
、
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
口
市
長
が
ス
タ
ー

タ
ー
を
務
め
た
ほ
か
、
会
場
内
の
仙
北
市
ブ
ー
ス
で
は
田
沢
湖
マ
ラ

ソ
ン
の
紹
介
や
仙
北
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　
令
和
8
年
1
月
1
日
付
け
で
田
口

陽
三
さ
ん
（
再
任
：
田
沢
湖
生
保

内
）、
堀
井
英
和
さ
ん
（
新
任
：
角

館
町
川
原
）、
髙
階
栄
子
さ
ん
（
新

任
：
角
館
町
白
岩
）
に
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
が
法
務
大
臣
よ
り
発

令
さ
れ
、
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
の
佐
藤
伊
左
夫
支
局
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
黒

澤
福
子
さ
ん
（
退
任
、
角
館
町
山
谷

川
崎
）、
千
葉
悟
見
さ
ん
（
退
任
、
角

館
町
薗
田
）
に
同
大
臣
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員
委嘱状と感謝状を伝達

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

初めまして !

地域おこし協力隊に

着任しました

長お
さ
む
ら
さ
え
き

村
冴
樹
さ
ん

　

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
長
村
冴
樹
さ
ん
が
着
任
し
、
1
月

5
日
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
仙
北
市
で
は
こ
れ
ま
で
11
人
の

協
力
隊
員
を
受
入
れ
、
長
村
さ
ん
が
12
人
目
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　

 

　
東
京
都
出
身
の
長
村
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
海
外
で
過
ご
し
た
の
ち
国
際
教

養
大
学
へ
進
学
し
、
秋
田
県
に
愛
着
を
持
ち
、
卒
業
後
も
秋
田
市
で
地
域
住
民

の
方
々
向
け
の
英
語
教
室
を
開
く
な
ど
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

大
学
在
学
中
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
取
り
組
み
、
外
国
人
留
学
生
を
含

む
学
生
と
地
元
住
民
が
あ
た
た
か
く
交
流
で
き
る
場
所
作
り
を
積
極
的
に
行
い
、

繋
が
り
を
重
視
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　

 

　

ま
た
、
音
楽
家
と
し
て
の
一
面
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

楽
曲
を
制
作
す
る
中
で
、
秋
田
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
と
し
た
曲
を
作

り
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
県
内
外
で
の
ラ
イ
ブ
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。 

秋
田
で
暮
ら
す
中
で
訪
れ
た
仙
北
市
の
自
然
や
地
元
の
方
々
に
魅
力
を
感
じ
、
海

外
生
活
で
培
っ
た
英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
地
域
活
性
化
に
活
か

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
協
力
隊
に
応
募
、 

「
仙
北
市
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
深
く
関
わ

り
つ
つ
、
そ
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
く

こ
と
が
楽
し
み
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
協
力
隊
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
含
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

と
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
の
運

営
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

国
内
外
の
観
光
窓
口
と
し
て
着
地
型
旅
行

商
品
の
企
画
造
成
・
販
売
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
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善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西明寺小学校 6 年生から JA 秋田おばこを通じて
寄付金をいただきました

　西明寺小学校では、平成 23 年から JA 秋田おば
こ農協と連携した食育事業の一環としてネギの栽培
と販売を行っています。西明寺地区の佐藤一也さん
の畑を借り、今年は 6 年生 19 人が指導を受けなが
らネギ栽培に取り組みました。児童たちが丹精込め
て育てたネギは大きく成長し、仙北市産業祭で販売
され、来場者から好評を得ました。
　この売上金は、「市の防災に役立ててほしい」とい
う思いから市への寄付金として活用されており、今
年も12 月 16 日に西明寺小学校で贈呈式が行われ
ました。式では、児童代表の佐藤いろはさんと佐藤
駿人さんが JA 秋田おばこ農協・佐藤正治常務理事

に売上金を手渡し、その後、佐藤常務理事から赤上副
市長へと寄付金が贈呈されました。

株式会社ジーエスエフから企業版ふるさと納税

　1月 9 日、市役所角館庁舎で企業版ふるさと納税
目録贈呈式が行われました。
　当日の贈呈式では、仙北市が取り組んでいる「ヤ
マメ・サクラマスプロジェクト事業」に対し、株式会
社ジーエスエフよりご寄付いただき、同社の岩東光
男代表取締役社長から田口市長へ目録が手渡されま
した。

桜の保全のための寄付金をいただきました

　角館の観光行事実行委員会から令和 7 年度の角館の桜まつり期間中に実施した「桜の保全のための募金活動」
による寄付金をいただきました。
　寄付金は、桜の肥料や治療のための薬剤などに有効活用させていただきます。

桜
の
名
所
の
ほ
と
ん
ど
は
公
園
に
植
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
桜
で
、
角
館
の
よ
う
に
人
の
生
活

圏
が
そ
の
ま
ま
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
桜
以
外
に
も
、
角
館

に
は
町
の
至
る
所
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
桜
を
大
切
に
思
う
文
化
が
地
域
に

根
付
い
て
い
た
結
果
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
す
れ
ば
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
桜
が
あ

る
の
は
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

全
国
的
に
は
珍
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
地
域
の
中
で
桜
が
大

事
に
さ
れ
て
き
て
、
今
の
角
館
の
春
の
景
観

が
創
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
か
つ

て
な
い
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
、
人
と
桜
の
関
わ
り
方
も

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で

庭
木
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
桜
が
放

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
手
に
負
え
な
く

な
っ
た
こ
と
で
伐
採
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
に
昔
の
話
を
聞
く
と
、
自
分

が
子
ど
も
の
頃
は
よ
く
桜
の
木
に
登
っ
て
遊
ん

で
い
た
と
か
、
桜
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
子
ど
も
が
外

で
遊
ぶ
機
会
も
減
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
桜
と
人
と
の
日
常
的
な
営
み

や
関
心
自
体
も
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
で
も
や
は
り
、
春
に
な
り
暖
か
く
な
れ

ば
、
桜
の
開
花
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る

よ
う
な
、
町
全
体
が
浮
き
立
つ
雰
囲
気
を
感
じ

ま
す
。
桜
の
お
花
見
は
、
紫
式
部
の
源
氏
物

語
（
１
０
０
８
年
）
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の

で
、
１
０
０
０
年
以
上
日
本
の
人
々
の
中
で

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
文
化
財
課
の
技

師
で
樹
木
医
の
板
橋
朋
洋
で
す
。
角
館
の
サ
ク

ラ
の
文
化
財
指
定
50
周
年
を
記
念
し
て
、
広
報

せ
ん
ぼ
く
８
月
号
か
ら
隔
月
で
角
館
の
サ
ク
ラ

に
つ
い
て
連
載
し
て
き
ま
し
た
。
第
４
回
の
今

回
は
最
終
回
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
話
を
ま
と

め
ま
す
。

　
連
載
の
第
１
回
で
は
、
角
館
の
サ
ク
ラ
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
し
、
第
2
回
、
第
3
回
で
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
健
康
状
態

や
管
理
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
連

載
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
は
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
？
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
も

沢
山
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
こ
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
も
、
意
外
と
地
元
の
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
も
の
で
、
中

に
は
目
新
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
遺
す
た

め
に
積
極
的
に
剪
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
武
家

屋
敷
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
直
面
し
て
い
る
危
機

的
状
況
に
つ
い
て
は
、
角
館
の
サ
ク
ラ
に
関
す

る
講
演
な
ど
で
話
を
す
る
と
驚
か
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
な
こ
と
で
も
、
周
り
か
ら
見
れ
ば
当
た
り
前

で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
角
館
は
全
国
的

な
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
角

館
の
サ
ク
ラ
の
特
徴
の
１
つ
は
、
人
と
桜
の
距

離
の
近
さ
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
全
国
の

桜
と
人
の
営
み

仙北市文化財課
樹木医　板橋朋洋

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
で
す
。
そ

れ
だ
け
、
日
本
人
に
と
っ
て
桜
の
お
花
見
は

春
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

こ
の
角
館
と
い
う
町
で
こ
れ
か
ら
先
も
春
に

美
し
い
桜
花
を
楽
し
む
た
め
に
、
地
元
の
桜

に
対
し
て
関
心
を
も
っ
て
、
で
き
る
範
囲
で

剪
定
を
し
た
り
肥
料
を
入
れ
た
り
と
、
日
常

的
な
営
み
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
連
載
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

桜
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
説
明
不
足

だ
っ
た
り
、
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
も
し
気
に
な
る
こ
と
や
も
っ

と
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
文
化
財
課
（
☎

０
１
８
７
‐
43
‐
３
３
８
４
）
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献
：

「
サ
ク
ラ
の
文
化
誌
」

コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
Ｌ
・
カ
ー
カ
ー
、
メ
ア
リ
ー
・

ニ
ュ
ー
マ
ン
（
著
）

富
原
ま
さ
江
（
訳
）
原
書
房

第
4
回

宮城県仙台市出身。
角館の桜の保存管理業務などを担当。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

雪まつり特集2026
仙北市の冬を楽しもう

2026 WINTER        SEMBOKU FESTIVAL

　市内には、無病息災や五穀豊穣、家内安全など 1年の無事を祈願する小正月行事がたくさんあります。
どれも古くから継承されていて、そこに暮らす人びととのふれあいや地域の祈り、雪と炎が織りなす幻
想的な雰囲気をあじわうことができます。また、観光客なども参加できるイベントもあります。
　今年は次のとおり 6 つの冬まつりの開催が予定されています。（1月20日現在）

2月21日㈯・22日㈰
10:00 ～ 20:00
22日は 15:00 まで
たざわ湖スキー場特設会場
仙北市田沢湖観光情報センター

「フォレイク」☎43-2111

日
時

場
問

3月3日㈫
18:30 ～
田沢湖庁舎前駐車場
なろか保存会☎43-1115

日
時
場
問

2月7日㈯
17:00 ～ 20:00
主会場：白岩平城
～白岩村おこし～プロジェクト S
事務局☎53-2485

日
時
場
問

2月14日㈯
18:00 ～ 20:00
角館町内各所
仙北市観光情報センター

「角館駅前蔵」☎54-2700

日
時
場
問

3月3日㈫
17:30頃～
西木町桧木内字中里
西木観光案内所☎42-8480

日
時
場

2月10日㈫
15:00 ～
18:00一斉打ち上げ

西木町紙風船広場
西木観光案内所☎42-8480

日
時

場
問

20:00最終打上げ

問

なろか

角館の火振りかまくら田沢湖高原雪まつり 上桧木内の紙風船上げ

中里のカンデッコあげ白岩城址燈火祭り

《西木地区》

《西木地区》《角館地区》

《角館地区》《田沢湖地区》

《田沢湖地区》

仙北市生活応援商品券事業 新規取扱加盟店募集！                     【問合せ】　
　　　　      　総務課（田沢湖庁舎）☎43-1111   

　4月25日より利用開始となる「仙北市生活応援商品券」
を利用できる取扱加盟店の新規募集を行っています。次の
内容をご確認のうえお申し込みください。令和7年に実
施した「生活応援商品券」取扱加盟店の皆さまには、自動
的に取扱加盟店登録を継続させていただきますので、お申
し込みは不要です。
●�申込方法／商品券取扱加盟店登録申込書に必要事項を記

入のうえ、仙北市商工会本・支所宛てに持参いただくか、
郵送・FAX・メールでお申し込みください。申込書は商
工会ホームページからダウンロードが可能なほか、商工
会本・支所窓口にもご用意しています。

●�申込期限／ 2月13日㈮ ( 期限後も受付しますが、期限後
の受付分については取扱加盟店一覧チラシには掲載され
ません )

●�申込資格／仙北市内で営業している店舗・事業所
※�複数店舗を有する事業者については、店舗ごとにお申し込み

が必要です。
※�お申し込みいただいた方には、換金方法などを記載したマニュ

アルやポスターを配布します。
●�登録・手数料／登録料・換金手数料・振込手数料は無料

●�申込先／
▶�持参先：仙北市商工会本・支所
▶�郵送先：仙北市商工会（〒014-0327 仙北市角館町上新

町43-1）
▶ �FAX：0187-54-2305
▶ �E-mail：senboku@skr-akita.or.jp
▶�商工会ホームページ：https://r.goope.jp/srb-05-22
●�加盟店問合せ／仙北市商工会　角館本所☎54-2304 
　田沢湖支所☎43-0372　西木支所☎47-2130
●�事業内容問合せ／仙北市総務課

せんぼくしわくわくスタンプラリー 【問合せ】　スタンプラリー事務局
　　　　　☎43-3387（北浦教育文化研究所）

　仙北市子どもサミットで企画された「せんぼくしわくわ
くスタンプラリー」が、仙北市商工会をはじめ、関係する
皆さまのご協力により、このたび実現しました。子どもた
ちの思いが詰まった、地域を元気にする企画です。ぜひ多
くの皆さまのご参加をお待ちしています。
●�期日／ 2月10日㈫～ 2月23日㈪
●�対象店舗／安藤醸造、樹の下やよしなり、ルーシーカン

パニー、プチ・フレーズ、さかい屋、後藤福進堂、カフェ
フェリーチェ、パンドコロＴＯＳＳＩ、土間人、食彩舞
桜、ブックイン 105、ワタナベ文具、花葉館、かくのだ
て温泉

●�対象施設／角館駅前蔵、仙北市学習資料館、角館樺細工伝
承館、平福記念美術館 (2/16 ～ 23休館 )、まち角 (2/14 ～）

●�参加方法／
①スタンプラリーの台紙をもらいます。
　対象施設・田沢湖観光情報センターフォレイク・田沢湖
　公民館・中央公民館に置いています。
②対象店舗・施設で条件を満たすとスタンプを押してもら
　えます。
　条件はスタンプラリーの台紙の裏に記載しています。
③ �Google フォームで応募ページにアクセスし、必要事項

を入力して応募してください。
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市 information

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

1616

月のマイナンバーカードの時間外交付日 ( 要予約）は 184 日 日 詳細はこちらから→・▼ 　2

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
2

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
へ
、
学
用
品
・
通
学
用
品
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

●�

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
／

▼�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▼�

生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
を
対
象

と
し
た
申
請
年
度
の
前
年
中
の
収
入
と

保
護
基
準
額
を
比
較
し
た
結
果
が
、
生

活
保
護
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
と
教
育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

▼�

家
庭
事
情
の
変
動
に
よ
り
世
帯
全
体
の

所
得
が
著
し
く
減
少
す
る
な
ど
、
就
学

援
助
の
必
要
が
あ
る
と
教
育
委
員
会
が

認
定
し
た
方

●�

援
助
の
内
容
／
学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
新
入
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、

体
育
実
技
用
具
費
、
修
学
旅
行
費
、
給

食
費
、
医
療
費（
学
校
か
ら
治
療
の
指

示
を
受
け
た
学
校
保
健
安
全
法
で
定
め

る
疾
病
の
費
用
）、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
A

会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
通
信
費

●�

申
請
方
法
／
申
請
書
類
は
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
、
各
小
・
中
学
校
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

※�

教
育
委
員
会
は
２
月
24
日
開
庁
予
定
の
角
館
上

野
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

▼�

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

新
規
に
申
し
込
む
方
は
、
家
庭
の
状
況

な
ど
を
伺
う
た
め
面
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼�

す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
に
は
後
日

個
別
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

●�

申
請
期
間
／
令
和
８
年
度
申
請
開
始
は
２

月
24
日
㈫
～
３
月
16
日
㈪

※�

令
和
８
年
度
の
新
1
年
生
で
、
新
入
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２
月
27

日
㈮
ま
で
。

※�

継
続
し
て
就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
で
も
、
毎

年
度
、
申
請
が
必
要
で
す
。

仙
北
市
就
学
援
助
制
度
→

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
１

　
こ
の
奨
学
資
金
は
、
仙
北
市
の
将
来
を

担
う
学
生
・
生
徒
の
向
学
の
志
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
有
為
な
人
材
の
育
成
を

図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
仙
北
市
で
は
若
年
層
の
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、
市
内
へ
の
居
住
な
ど
一

定
の
条
件
を
満
た
す
方
の
各
年
度
の
償
還

金
に
つ
い
て
、
全
部
ま
た
は
一
部
を
免
除

す
る「
ゲ
ッ
ト
バ
ッ
ク
推
進
仙
北
市
育
英

奨
学
資
金
補
助
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方

▼�

保
護
者
の
住
所
が
現
に
仙
北
市
に
あ
る
方

▼�

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

▼�

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
方

※�

他
の
奨
学
金
制
度
と
併
願
・
併
用
で
き
ま
す
。

●�

貸
与
限
度
額（
月
額
）／

▼��【
大
学（
短
大
、
専
門
学
校
、
大
学
院
含

む
）】4
万
円
以
内

▼��【
高
校
】2
万
円
以
内

●�

貸
与
期
間
／
令
和
８
年
４
月
か
ら
卒
業

の
月
ま
で

●�

提
出
書
類
／

①�

奨
学
資
金
奨
学
生
申
請
書（
様
式
第
１

号
）

②�

合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
、
在
学
を
証
明

で
き
る
書
類（
各
学
校
指
定
様
式
）

③�

住
民
票（
世
帯
全
員
が
つ
い
た
も
の
で
、

本
籍
と
筆
頭
者
・
世
帯
主
と
続
柄
の
記
載

の
あ
る
も
の
）

④�
市
県
民
税
世
帯
証
明
書（
世
帯
全
員
の
前

年
度
の
所
得
を
証
明
で
き
る
書
類
）

⑤�

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
奨
学
生
推
薦
書

（
様
式
第
２
号
）

⑥
学
業
成
績
証
明
書（
様
式
第
３
号
）

⑦�

連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書（
滞
納
な
し

証
明
）

※
貸
与
決
定
後
、
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

●�

申
請
書
類
請
求
先
／
市
教
育
委
員
会
、

田
沢
湖
・
角
館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

※�

様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
申
請
書
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
3
月
2
日
㈪
～
3
月
31
日
㈫

●�

提
出
先
／
仙
北
市
教
育
委
員
会 

　
教
育
総
務
課

※�

教
育
委
員
会
は
2
月
24
日
開
庁
予
定
の
角
館

上
野
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

※�

申
請
の
際
に
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

連
絡
の
う
え
、必
ず
本
人
が
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
→

　
ゲ
ッ
ト
バ
ッ
ク
推
進

　
仙
北
市
育
英
奨
学
資

　
金
補
助
事
業
→

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
０

　
物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
し
、
そ
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
力

強
く
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
応
援
す
る
観
点
か
ら
、「
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
」を
支
給
し
ま
す
。

●�

支
給
対
象
児
童
／
平
成
19
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童

●�

支
給
額
／
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
２
万

円（
１
回
限
り
）

●�

基
準
日
／
令
和
７
年
９
月
30
日

●�

支
給
対
象
者
／

①�

一
般
受
給
者
…
仙
北
市
か
ら
令
和
７
年

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
し
た
方

②�

公
務
員
受
給
者
…
所
属
庁
か
ら
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
方

③�

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

④�

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
離
婚
な
ど
に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
の
受
給
者
に
な
っ
た
方

●�

支
給
時
期
／
令
和
８
年
３
月
中
旬（
予
定
）

●�

支
給
方
法
／
児
童
手
当
受
給
口
座
へ
の

振
り
込
み

※�

①
以
外
は
申
請
書
に
記
載
し
た
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

●�

申
請
方
法
に
つ
い
て
／

▼�

①
一
般
受
給
者
は
申
請
不
要
で
す
。

  �

申
請
不
要
で
支
給
す
る
た
め
の
支
給
申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
当
て
受

け
取
り
を
拒
否
す
る
方
の
み
担
当
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

①
以
外
の
方
は
原
則
申
請
が
必
要
で
す
。

②
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
か
ら
申
請

書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
内
容
を
確
認

し
、
基
準
日
に
仙
北
市
に
住
民
票
が
あ

る
方
は
、仙
北
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
受
付
期
間
／

▼�

②
公
務
員
の
方
…
令
和
8
年
2
月
1
日

～
28
日

▼�

③
・
④
の
方
…
令
和
8
年
2
月
1
日
～

3
月
31
日（
3
月
生
ま
れ
の
方
の
み
4

月
15
日
ま
で
）

「
灯
油
購
入
費
緊
急
助
成
」を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
５
５

　
灯
油
価
格
の
高
騰
が
低
所
得
世
帯
な
ど

の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
低

所
得
世
帯（
令
和
７
年
度
市
民
税
非
課
税

世
帯
）の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
仙
北

市
灯
油
購
入
費
緊
急
助
成
と
し
て
１
世
帯

あ
た
り
６
１
０
０
円
を
給
付
し
ま
す
。

●�

対
象
世
帯
／
令
和
７
年
12
月
１
日（
基

準
日
）に
お
い
て
仙
北
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
令
和
７
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯
●�

支
給
額
／
１
世
帯
あ
た
り
６
１
０
０
円

●�

申
請
方
法
／
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

仙
北
市
か
ら
書
類（
水
色
の
Ａ
４
封
筒
）

を
１
月
15
日
㈭
に
す
で
に
発
送
し
て
い

ま
す
。

▼�

前
回
ま
た
は
前
年
度
給
付
金
の
給
付
を

受
け
た
世
帯
は
、
そ
の
際
の
給
付
口
座

へ
直
接
振
り
込
み
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。

▼�

前
回
ま
た
は
前
年
度
給
付
金
の
給
付
を

受
け
て
い
な
い
世
帯
へ
は
、
確
認
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
記
入
の
う
え
、
返

信
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ
い
。

●�

振
込
開
始
予
定
日
／
申
請
不
要
の
世
帯

へ
は
２
月
５
日
㈭
か
ら
。
確
認
書
、
申

請
書
を
提
出
の
世
帯
へ
は
、
書
類
返
送

後
に
順
次
振
り
込
み
を
行
い
ま
す
。

●�

申
請
書
の
提
出
期
限
／
３
月
19
日
㈭
ま
で

●�

そ
の
他
／
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
て
い
る
方
で
、
仙
北
市
に
住

民
票
を
異
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
仙
北
市
か
ら
灯
油
助
成
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●�

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

▼�

本
件
を
装
っ
た「
特
殊
詐
欺
」や「
個
人

情
報
」「
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

「
暗
証
番
号
」の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
！

▼�

仙
北
市
職
員
な
ど
が
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
て
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
購
入
を
求
め
る
こ
と
、

給
付
の
た
め
に
手
数
料
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

少
し
で
も
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届

い
た
ら
、
仙
北
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
問
合
せ
】会
計
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
８

　
8
月
20
日
の
大
雨
災
害
に
対
し
、
た
く

さ
ん
の
方
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
掲
載
に
つ
い
て
了
承
を
得

た
方
々
の
お
名
前
を
ご
紹
介
し
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

義
援
金
は
12
月
26
日
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●�

義
援
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

（
敬
称
略
・
受
付
順
・
12
月
19
日
～
1
月

22
日
現
在
確
認
分
）／

▼���

後
藤 

一
也(

埼
玉
県)

▼���

中
嶋 

文
乃 (

熊
本
県)

▼���

生
保
内
中
学
校 

生
徒
会（
仙
北
市
）

▼���

佐
々
木 

茂
男（
秋
田
市
）

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147　仙北市公式LINE　あなたのポケットに市役所を。 追加はこちらから→

令
和
8
年
度
ご
み
収
集
変
更
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

●�

乾
電
池
の
収
集
に
つ
い
て
／
春
と
秋
の

年
2
回
収
集
し
て
い
る
単
１
～
単
５
の

ア
ル
カ
リ
電
池
・
マ
ン
ガ
ン
電
池
お
よ

び
ボ
タ
ン
電
池
に
つ
い
て
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
不
燃
ご
み
と
し
て
収
集
し
ま

す
。
ほ
か
の
不
燃
ご
み
と
一
緒
に
燃
や

せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

�

そ
れ
に
よ
り
、
春
と
秋
の
収
集
は
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
み
と
な
り
、
乾
電
池
は

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
田
沢
湖
、
角
館
、

西
木
の
各
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る
電
池

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
随
時
撤
去
と
な
り
ま

す
。

※�【
お
願
い
】リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の

二
次
電
池
は
衝
撃
や
高
温
な
ど
に
よ
り
発

火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
ご
み

袋
へ
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●�

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
／
令
和
8

年
度
の「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
広
報
せ
ん
ぼ
く
3
月
1
日
号
と
一
緒

に
お
届
け
し
ま
す
。

●�

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
取
扱
い

に
つ
い
て
／
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
使
用
製
品
に
よ
る
発
火
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼�

衝
撃
や
圧
力
を
与
え
な
い
よ
う
注
意
す

る
▼�

高
温
多
湿
を
さ
け
涼
し
い
場
所
で
保
管

す
る

▼�

使
用
済
み
の
電
池
は
、端
子
を
絶
縁
テ
ー

プ
で
保
護
す
る

▼�

膨
ら
ん
だ
電
池
は
金
属
製
の
容
器
に
入

れ
密
閉
す
る

●�

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
収
集
に
つ
い

て
／
現
在
、
令
和
8
年
度
中
の
収
集
に

向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
収
集
方
法

や
時
期
が
決
ま
り
次
第「
広
報
せ
ん
ぼ

く
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

　
　
　
　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
ご
利
用
の
方
へ

大
曲
仙
北
広
域 

北
部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）８
１
７
７

　
冬
期
間
は
、
場
内
の
除
雪
作
業
に
よ
り
ご

み
の
搬
入
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
安
全
確
保
の
た
め
の
作
業
で
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
降
雪
量
の
多
い
日
は
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

令
和
８
年
度
中
に
浄
化
槽
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
６

　
市
で
は
、
生
活
雑
排
水
対
策
と
し
て
コ

ン
パ
ク
ト
で
設
置
が
容
易
な
合
併
処
理
浄

化
槽（
個
人
設
置
型
）の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
な
ど
の
予
定

が
な
い
区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽（
生
活

雑
排
水
と
し
尿
を
処
理
）を
設
置
す
る
方

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
設
置
後
の
維
持
管
理
は
自
己
負
担
で
行

い
、
分
担
金
と
毎
月
の
使
用
料
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

　
設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
状
況
に
よ

り
、
年
度
途
中
で
事
業
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

市
町
村
型
浄
化
槽
を
設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
６

　
市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
用
料
金
を
使
用
人
数
に
よ

り
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
な
ど
）、
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
市
役

所
各
庁
舎
・
出
張
所
で
、
速
や
か
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
・
入
院
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。

仙
北
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

　

 

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
伴
う
策
定
委
員
の
募
集

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
5

　
仙
北
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
仙
北
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

「
仙
北
市
立
地
適
正
化
計
画
」の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
内
組

織
と
は
別
に
有
識
者
で
構
成
す
る「
策
定

委
員
会
」を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
有
識
者
と
と
も
に
、
仙
北
市
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

た
だ
け
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
高
い

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
策
定
委
員
は
10
人
程
度
を
予
定
し
て
い

て
、
そ
の
う
ち
4
人
を
公
募
し
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

委
員
任
期
／
令
和
7
年
度（
1
回
開
催
）

～
令
和
8
年
度（
3
回
開
催
予
定
）

●�

募
集
人
員
／
4
人

●�

提
出
書
類
／
次
の
す
べ
て
の
内
容
を
含

ん
だ
文
章
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

住
所 

▼�

氏
名 

▼�

年
齢 

▼�

職
業 

▼�

電
話
番
号

▼�

応
募
動
機（
４
０
０
字
以
内
）

●�

決
定
方
法
／
庁
内
で
の
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※
結
果
は
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

●�

応
募
締
切
／
2
月
15
日
㈰

●�

応
募
・
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画
係

　
☎
：
43ｰ 

２
２
９
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
55 ｰ 

５
５
１
１

　

�E-m
ail

：toshi@
city.sem

boku.
akita.jp

【
内
川
橋
】通
行
規
制
期
間
の
延
長
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
４

　
内
川
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
の
た
め
終
日

車
両
通
行
止
め
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
補
修
箇
所
精
査
の
結
果
、
補
修
に
使

用
す
る
資
材
調
達
な
ど
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
規
制
期
間
を
下
に
記
載
の
と
お
り

延
長
し
ま
す
。

　
ま
た
、
横
町
側
か
ら
横
町
橋（
市
道
小

倉
山
校
線
）へ
の
車
両
進
入
を
禁
止
す
る

道
路
管
理
者
と
し
て
の
時
間
交
通
規
制
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※�

歩
行
者
お
よ
び
市
民
バ
ス
な
ど
の
公
共
車

両
は
通
行
可

　
迂
回
路
は
国
道
３
４
１
号
の
古
城
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

規
制
箇
所
／

▼�【
内
川
橋
】：
終
日
車
両
通
行
止
め（
歩

行
者
は
通
行
可
）。

▼�【
横
町
橋
】：
午
前
７
時
～
８
時
30
分
ま

で
横
町
側
か
ら
の
車
両
通
行
止
め

●�

延
長
期
間
／
令
和
8
年
3
月
23
日
㈪
ま
で

※�

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
規
制
期
間
お
よ

び
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

←迂回路→

古城橋

岩
瀬
北
野
線

桧
木
内
川

国
道
３
４
１
号（
旧
46
号
） 角館

中学校 横町橋

通行可

←
迂
回
路

7:00 ～ 8:30

進入禁止 ←
迂
回
路←歩行者通行可→

内川橋

←終日通行止→角館
小学校

仙北
警察署

市立角館
総合病院
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

No. 修繕などの種類 修繕などの例示

1 土木一式 道路（側溝など）、水路（護岸など）の修繕
2 建築一式 建築物の修繕で種類が複数におよぶもの
3 大工 大工、型枠、造作など
4 左官 左官、モルタル、吹付けなど
5 屋根 屋根葺きなど
6 電気設備 街路灯設置、照明設備など
7 管 空調設備、給排水、給湯設備、厨房設備、衛生設備、ガス管配管、ダクトなど
8 舗装 アスファルト、コンクリートなど
9 板金 板金加工取付など
10 塗装 塗装など
11 防水 アスファルト防水、モルタル防水、シーリング、シート防水など
12 内装仕上 天井仕上げ、壁張り、内装間仕切り、床仕上げ、たたみ、ふすま、カーテンなど
13 機械器具設置 各施設機械器具設備などの設置、取付、修理
14 電気通信 通信線路設備、通信機械設置、放送機械設置など
15 造園 植栽、伐採、公園設備、園路など
16 建具 サッシ、シャッター、金属製・木製建具など
17 消防施設 火災報知設備など
18 その他 上記にあてはまらないもの

●修繕などの種類／

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の
新
規
登
録
と
登
録
更
新
受
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】契
約
検
査
室（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
小

規
模
事
業
者
で
、
資
格
要
件
な
ど
が

整
わ
な
い
た
め
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
小
規

模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の
受
付
を
し

ま
す
。

　
登
録
事
業
者
に
は
、
市
が
発
注
す

る
50
万
円
未
満（
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
を
含
む
）の
修
繕
な
ど
を

行
う
際
に
、
優
先
的
に
見
積
も
り
参

加
依
頼
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●�

年
度
前
受
付
期
間
／
２
月
24
日
㈫

～
３
月
27
日
㈮（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

※�

こ
の
期
間
以
降
も
登
録
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

●�

有
効
期
間
／
令
和
8
年
4
月
１
日

～
令
和
10
年
３
月
31
日

●�

受
付
場
所
／
角
館
上
野
庁
舎 

2
階 

　
契
約
検
査
室

※
持
参
、郵
送
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●�

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
／

▼�

仙
北
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有

す
る
こ
と（
個
人
、
法
人
は
問
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
設
業
許
可
の

有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な

ど
も
問
い
ま
せ
ん
）。

▼�

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被

補
助
人
、
ま
た
は
破
産
者
で
復
権

を
得
て
い
な
い
方
で
な
い
こ
と
。

▼�

仙
北
市
競
争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
建
設
工
事
部
門
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

●�

申
請
用
紙
取
得
方
法
／
契
約
検
査
室

で
配
布
ま
た
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

●
そ
の
他
の
提
出
書
類
／

▼�

市
税
の
納
税
証
明
書（
滞
納
な
し

証
明
）

▼�
法
人
の
場
合
…
商
業
登
記
簿
謄
本

（
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
）の
写
し

▼
個
人
の
場
合
…
住
民
票
の
写
し

▼�

資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
技

術
者
資
格
等
証
明
書
の
写
し（
申

請
書
に
記
入
し
た
資
格
な
ど
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し
）

※�

詳
し
い
内
容
や
申
請
用
紙
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市営住宅入居者募集 【問合せ】建設課 （角館庁舎） ☎43-2294

地区 住宅名 住所 規格 階数 月額家賃（ 所得額による ） 駐車場

角館

菅沢住宅2-23
（47年） 菅沢46-2 3DK ３階建３階 15,100円から なし

菅沢住宅2-24
（47年） 菅沢46-2 2LDK ３階建３階 15,100円から なし

菅沢住宅6-88
（45年） 菅沢46-1 3DK ３階建2階 16,300円から なし

さくらぎの里 C-3
（29年）

雲然荒屋敷
409 2LDK 1階建 19,500円から あり

（使用料あり）

田沢湖

公園南団地2-1
（40年）

生保内字武蔵野
105-895 2LDK ３階建2階 20,900円から あり

公園南団地3-3
（40年）

生保内字武蔵野
105-895 2LDK ３階建3階 20,900円から あり

武蔵野中央団地8-A-5
（29年）

生保内字武蔵野
102-1 1DK 1階建 12,300円から あり

西木

ニュータウン塚野腰8 ｰ東
（25年）

小渕野字中関
1-1 3LDK ２階建 18,100円から あり

（使用料あり）

松葉住宅 西 -201、202
（21年）

桧木内字松葉
247-3 ２LDK ２階建２階 35,000円 あり

（使用料あり）

※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用していただきます。
※申込は 1世帯1戸限りです。

●募集住宅／

�

●
募
集
期
間
／
2
月
9
日
㈪
～

24
日
㈫

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で

の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る

こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
方
そ
の
他
婚
姻
の

予
約
者
を
含
む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計

が
15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。
松
葉
住
宅
は
所
得
制
限

な
し
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ

と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で

あ
る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で

す
。

※
松
葉
住
宅
の
月
額
家
賃
に
つ
い
て
は

定
額
と
な
り
ま
す
。

※
入
居
申
し
込
み
希
望
の
方
は
事
前

に
建
設
課
管
理
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え

て
、
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

建
設
課（
角
館
庁
舎
）、田
沢
湖
・

西
木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の
各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
令
和
7
年

度
市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１

通（
所
得
・
控
除
・
年
税
額
の

記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票

謄
本
１
通（
省
略
事
項
の
な
い

も
の
・
婚
姻
予
定
者
な
ど
は
各

１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保

護
受
給
証
明
書
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
１

通（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ

れ
ま
す（
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場

合
、
書
類
審
査
の
う
え
、
公
開

抽
選（
申
込
人
に
よ
る
く
じ
引

き
）を
行
い
ま
す
。

▼
抽
選
日
時
／
3
月
5
日
㈭ 

14
時

▼��

抽
選
場
所
／
角
館
庁
舎
2
階

２
０
１
・
2
０
2
会
議
室

●
入
居
時
期
／
3
月
12
日
㈭
か
ら
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
３

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
保
護

お
よ
び
生
活
環
境
の
安
全
確
保
を
目
的
と

し
て
、
令
和
7
年
度
に
市
内
で
採
取
し
た

地
下
水
を
対
象
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
の
残
留
状
況
に
関
す
る
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
採
取
し
た
検
体
に
お
い

て
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
報
告

下
限
未
満
で
あ
り
、
基
準
値
を
超
え
る
残

留
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
検
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検
査
結
果
→

道
路
沿
線
の
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

 　
　
～
樹
木
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
！
～

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
4

　
道
路
沿
線
の
木
か
ら
の
落
雪
や
、
倒
木

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
落
雪
や
倒
木
の
発

生
は
、
道
路
を
通
行
止
め
に
し
て
し
ま
う

だ
け
で
な
く
、
車
両
へ
の
直
撃
な
ど
に
よ

り
事
故
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
所
有
す
る
樹
木
が
原
因
で
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
所
有

者
に
も
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
道
路
通
行
の
た
め
、
枝

払
い
や
間
伐
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

　
な
お
、
緊
急
に
伐
採
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
道
路
管
理
者
で
伐
採
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
伐
採
に
よ
る
立
木
補

償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
樹
木
の
維
持
管
理
の
た
め
道
路
上
か
ら

作
業
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
県
管
理
道
路
で
の
伐
採
に
つ
い
て
】

秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局

☎
０
１
８
７ｰ 

63ｰ

３
１
１
６

【
市
管
理
道
路
で
の
伐
採
に
つ
い
て
】

仙
北
市
建
設
課

☎
０
１
８
７ｰ 

43ｰ

２
２
９
４

Ｐ
Ｈ
Ｒ
ア
プ
リ「
健
幸
D
Ｘ
手
帳
」

　
　
　
　
　
配
信
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
の
終
了
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】保
健
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
5
２

　
市
で
は
ア
プ
リ
に
よ
る
健
康
デ
ー
タ
の

一
元
化
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
健
康
増
進

を
図
る
た
め「
健
幸
Ｄ
Ｘ
手
帳
」を
導
入
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
利
用
者
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
Ｐ
Ｈ
Ｒ
ア
プ
リ「
健
幸
Ｄ

Ｘ
手
帳
」の
ス
ト
ア
配
信
お
よ
び
サ
ポ
ー

ト
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
も

同
日
付
け
で
停
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
血
圧
計
お
よ
び
Ｆ
I
Ｔ
ｂ
i
ｔ
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
ア
プ
リ
を
利
用

す
る
こ
と
で
、「
健
幸
Ｄ
Ｘ
手
帳
」が
終
了

し
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
連
携
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の

健
康
管
理
と
病
気
予
防
の
た
め
、
ぜ
ひ
引

き
続
き
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ア
プ
リ
を
引
き
続
き
利
用
す
る
方
法
お

よ
び
端
末
か
ら
す
べ
て
削
除
す
る
方
法
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
4
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
議
会

議
員
一
般
選
挙（
4
月
５
日
告
示
、
4
月
12

日
投
開
票
）に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
立
候
補
届
出
手
続
き
な
ど
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方（
代
理
出

席
も
可
）は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
2
月
6
日
㈮ 

10
時
～

　
受
付:

９
時
30
分

※�

出
席
者
は
、
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２

人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
3
階 

第
1
会
議
室（
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内

字
宮
ノ
後
30
番
地
）

●�

主
な
内
容
／

▼�

立
候
補
届
出
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

▼�

選
挙
運
動
に
つ
い
て

▼�

選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
に
つ
い
て

▼�

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
設
備
外
積
載
許

可
申
請
に
つ
い
て

▼�

選
挙
公
報
に
つ
い
て

▼�

選
挙
公
営
に
つ
い
て

　
不
明
な
点
や
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
５
０

第
29
回 

お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

【
問
合
せ
】文
化
財
課
内 

角
館
の
お
祭
り
保
存
会
事
務
局
☎（
43
）３
３
８
４

　
今
回
は
12
団
体
が
、
お
や
ま
囃
子
や
手

踊
り
な
ど
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま

す
。
多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
2
月
11
日
㈬（
祝
日
）

▼�

開
場
：
9
時

▼�

開
会
：
9
時
20
分

▼�

開
演
：
9
時
40
分

▼�

閉
会
：
14
時
20
分

※�

出
演
団
体
や
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

会
場
／
仙
北
市
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

入
場
料
／
無
料

企
画
展 「
角
館
の
ひ
な
人
形
展
」

【
問
合
せ
】角
館
樺
細
工
伝
承
館
☎（
54
）１
７
０
０

　
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
1
月
31
日
よ

り
、「
角
館
の
ひ
な
人
形
展
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
享
保
雛
・
古
今
雛
な
ど
の
古
雛

を
は
じ
め
、
押
絵
雛
・
土
人
形
・
木
彫
人
形

な
ど
郷
土
に
根
ざ
し
た
お
雛
さ
ま
を
展
示

す
る
恒
例
の
企
画
展
で
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は「
角
館
の
や
ま
行
事
」

の
人
形
師
と
し
て
も
活
躍
し
た
小
松
金
之

助
が
大
正
４
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

製
作
し
た
押
絵
雛
を
初
展
示
し
ま
す
。

●�

会
期
／
1
月
31
日
㈯
～
3
月
29
日
㈰

●�

観
覧
料
／
一
般
：
５
０
０
円
、

　
小
中
学
生
：
３
０
０
円

※�

仙
北
市
民
は
無
料（
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
）

●�

開
館
時
間
／
９
時
～
16
時
30
分（
入
館
は

16
時
ま
で
）　　

●�

休
館
日
／
会
期
中
無
休
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令和８年４月１日採用の会計年度任用職員を募集します
【問合せ】各募集担当課へお問い合わせください

募集担当課 募集職種 就業の場所 問い合わせ

税務課 事務補助 税務課（角館上野庁舎） ☎43-1117
田沢湖市民センター 事務補助 田沢湖市民センター（田沢湖庁舎） ☎43-1147
角館市民センター 事務補助 角館市民センター（角館庁舎） ☎43-3309

企画政策課 事務補助 企画政策課（角館上野庁舎） ☎43-1241

まちづくり課
事務補助 田沢湖クニマス未来館 ☎43-3315
事務補助 思い出の潟分校 ☎43-3315

国保市民課 事務補助（レセプト点検員） 国保市民課（角館庁舎） ☎43-3316
神代診療所 事務補助 神代診療所 ☎44-2118

こども家庭センター

事務補助

こども家庭センター（角館庁舎）

☎43-2280

家庭相談員
特別支援相談員

母子父子自立支援員
利用者支援専門員

教育・保育アドバイザー
保育士 市内3保育園

放課後児童支援員
市内7放課後児童クラブ

放課後児童支援員補助
包括支援センター 事務補助 包括支援センター（角館庁舎） ☎43-2283

介護老人保健施設
にしき園

看護職員
介護老人保健施設 にしき園 ☎47-3211介護員

作業員

保健課

事務補助 保健課（角館庁舎）

☎43-2252
医療事務

保健課（西明寺診療所）看護師または准看護師
運転員

観光課
作業員 市内観光施設

☎43-3352駐車場管理人 市営桜並木駐車場
アルパこまくさ管理人 アルパこまくさ

交流デザイン課 事務補助 交流デザイン課（角館庁舎） ☎43-3353

文化財課

旧石黒（恵）家管理人 旧石黒（恵）家

☎43-3384公開武家屋敷等管理人 ・岩橋家・小田野家
・伝建群管理事務所・旧岡田家ほか

文化財保護管理作業員 伝統的建造物群保存地区内ほか

　令和８年４月1日採用の会計年度任用職員を募集します。ご興味のある方は、市ホームページで求人情報の詳細を公
開していますのでご確認ください。なお、お問い合わせについては各募集担当課へご連絡ください。
※令和8年度の予算が未確定な状況での募集のため、予算の成立状況によっては採用を取りやめる場合があります。

●募集期間／２月20日㈮まで
※観光課のアルパこまくさ管理人の一部求人のみ、募集期間が令和８年２月６日㈮までとなっています。

●募集内容／次のとおり

ホームページ
（求人情報詳細）→

募集担当課 募集職種 就業の場所 問い合わせ

農業振興課 仙北市堆肥センター作業員 仙北市堆肥センター ☎43-2206
農林整備課 事務補助 農林整備課（角館庁舎） ☎43-2207

角館樺細工伝承館
施設窓口業務

角館樺細工伝承館 ☎54-1700
清掃員

建設課 オペレーター 建設課（角館庁舎ほか） ☎43-2294

教育委員会
学校教育課

学校医療的支援員
仙北市内小中学校

☎43-3382
校務員補助

特別支援教育支援員
部活動指導員

仙北市内中学校
部活動指導員（吹奏楽部）

中央公民館 事務補助 仙北市内各公民館 ☎43-3535
角館公民館 清掃員 角館東地区公民館 ☎54-1110

田沢湖図書館
事務補助・司書

田沢湖図書館 ☎43-1307
事務補助（韓国語翻訳）

学習資料館
イベント交流館

事務補助
学習資料館・イベント交流館 ☎43-3333

事務補助（学校図書館支援員）

角館町平福記念美術館
事務補助

角館町平福記念美術館 ☎54-3888
清掃員

市立角館総合病院
総務管理課

薬剤師

市立角館総合病院 ☎54-2111

薬剤科助手
放射線科事務
臨床検査技師
歯科衛生士

看護師
准看護師
看護補助

総務管理課事務
技術手
保育士

ボイラー助手
医師事務作業補助

医事事務
事務（情報システム担当）

病歴管理事務
医療連携事務

市立田沢湖病院
総務管理課

看護師または准看護師
市立田沢湖病院 ☎43-1131看護助手

事務補助

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

若
鮎
応
援
プ
ラ
ン
祝
金
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
～
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
～

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
２

　
小
・
中
学
生
進
学
時
お
よ
び
高
校
生
進

級
時
支
援
や
若
鮎
応
援
プ
ラ
ン
大
学
等
進

学
給
付
金
事
業
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
仙

北
市
出
身
の
草
彅
正
利
さ
ま
か
ら
申
し
出

が
あ
り
、
令
和
７
年
９
月
に
24
万
円
、
令

和
８
年
１
月
に
１
３
８
万
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
寄
付
を
原
資

と
し
て【
若
鮎
応
援
プ
ラ
ン
祝
金
事
業
】

を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
生
活
困
窮
世
帯
に
卒
業

祝
金
と
し
て
小
学
校
６
年
生
に
２
万
円
、

中
学
校
３
年
生
に
４
万
円
、
進
級
祝
金
と

し
て
高
校
１
年
生
お
よ
び
２
年
生
に
２
万

円
を
支
給
し
、
進
学
準
備
な
ど
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
１
月
下
旬
を
目

処
に
申
請
方
法
の
ご
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
ご
寄
付
を
継
続
し
た
い
と

の
意
向
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ
の
事
業
を
通

じ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
仙
北
市
総
合
政
策
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
２

　
令
和
７
年
度
仙
北
市
総
合
政
策
審
議
会

を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の

審
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

※�

来
場
の
際
に
、
傍
聴
者
の
氏
名
を
ご
記
入
い
た

だ
き
ま
す
。

●�

日
時
／
２
月
13
日
㈮

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
頃
ま
で

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎 

　
３
階
第
１
会
議
室

●�

内
容
／

①
第
３
次
仙
北
市
総
合
計
画（
案
）に
つ
い
て

②�

仙
北
市
行
財
政
改
革
に
係
る
各
種
報
告

令
和
８
年
３
月
１
日
採
用
の
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
障
が
い
者
雇
用
）を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
１

　
市
で
は
、
障
が
い
者
の
職
場
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●�

資
格
要
件
／
障
害
者
手
帳
な
ど（
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
ほ
か
指
定
機
関
の
判

定
書
）の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

●�

募
集
業
種
／
事
務
補
助
、
軽
作
業
員

●�

就
業
場
所
／
仙
北
市
役
所（
田
沢
湖
・

角
館
・
西
木
・
角
館
上
野
庁
舎
な
ど
）※
１

●��

就
業
時
間
／

▼�【
事
務
補
助
】８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

の
う
ち
、
６
～
７
時
間 

※
1

▼�【
軽
作
業
員
】８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

の
う
ち
、
4
～
７
時
間 

※
1

※�

1
就
業
場
所
・
時
間
は
障
が
い
の
状
況
な
ど

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●��

就
業
内
容
／

▼�【
事
務
補
助
】書
類
の
整
理
、電
話
応
対
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
作
成
な
ど

▼�【
軽
作
業
員
】市
公
共
施
設
内
外
の
清
掃
、

環
境
整
備
な
ど
軽
作
業

●�

募
集
人
数
／
各
1
人

●�

雇
用
予
定
期
間
／
令
和
８
年
３
月
１
日

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

※
任
用
期
間
を
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

募
集
期
間
／
2
月
12
日
㈭
ま
で

●�

面
接
日
時
／
2
月
17
日
㈫

●�
面
接
会
場
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
）、
履

歴
書
お
よ
び
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し

（
障
が
い
の
等
級
お
よ
び
内
容
が
分
か

る
も
の
）を
、
総
務
課
ま
た
は
角
館
市

民
セ
ン
タ
ー
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
の

い
ず
れ
か
へ
２
月
12
日
17
時
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
12
日
必
着
。

※
採
用
は
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
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おしらせおしらせ
ナビナビ

お
知
ら
せ

相　
談

行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
行
政
相
談
委
員
は
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
仙
北
市
の
行

政
相
談
委
員
は
次
の
２
人
の
方
で
、

自
宅
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ

か
、
定
例
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

2
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
19
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
22
日
㈰
・
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
2
月
25
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セン
タ
ー
第
2
研
修

室
●
相
談
員
／
佐
々
木
優
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重

債
務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個

人
事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢

者
・
障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交
通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼

子
ど
も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電

話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1

人
30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～

14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40
分
～
15
時
10
分 

④
15
時

15
分
～
15
時
45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ

る
資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

2
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し

て
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を

く
だ
さ
い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し

ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼
12
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
支
所

▼
16
日
㈪ 

10
時
～
12
時
・
中
央
公
民
館 

▼�

18
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー 

▼�

18
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福

祉
協
議
会

▼
角
館
支
所 

☎
52ｰ

１
６
２
４ 

▼
田
沢
湖
支
所 

☎
43ｰ

１
３
６
８

▼
西
木
支
所 

☎
48ｰ

２
９
４
０

令
和
8
年
度
第
2
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
2
月
24
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に

つ
な
が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り

合
い
な
が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と

子
の
悩
み
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
事

前
連
絡
不
要
）

●�

日
時
／
２
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店
（
角
館
町
竹
原

町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
会

●�

日
時
／
２
月
14
日
㈯ 

10
時
～
12
時 

13
時
～
15
時

●�

場
所
／
は
な
び
・ア
ム

●�

申
込
期
間
／
２
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭

●�

申
込
先
／
東
北
税
理
士
会
大
曲
支
部

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

０
６
３
０

●�

定
員
／
８
組
（
１
組
２
人
ま
で
来
所

可
）

●�

そ
の
他
／
事
前
予
約
制
。
相
談
時
間

は
１
組
１
時
間
ま
で
。

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
】

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

ご
案
内

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
で
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
曲
と
協
同
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

簡
単
求
人
検
索
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

お
知
ら
せ
、
関
連
サ
イ
ト
へ
の
簡
単

ア
ク
セ
ス
な
ど
が
で
き
ま
す
。
お
友

だ
ち
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

ア
カ
ウ
ン
ト
名
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
曲

●
ア
ド
レ
ス
／
【
＠308fkydb

】

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
追
加
→

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
の
案
内

　

秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を

抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
必

ず
解
決
で
き
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

お
電
話
の
み
で
も
可
能
で
す
。

●�

窓
口
／
秋
田
財
務
事
務
所 

理
財

課
（
秋
田
市
山
王
７ｰ

１ｰ

４
秋
田

第
二
合
同
庁
舎
）

●��

時
間
／
平
日
（
年
末
年
始
除
く
）

８
時
30
分
～
12
時
・
13
時
～
16
時
30
分

☎�

０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

４
１
９
６
（
相

談
専
用
）

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　
毎
年
３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に

合
わ
せ
て
、借
金
な
ど
の
お
金
の
問
題
、

職
場
や
家
庭
の
問
題
な
ど
の
暮
ら
し
と

こ
こ
ろ
に
関
わ
る
相
談
に
、
秋
田
弁
護

士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
面
談
ま
た
は

電
話
で
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
／
３
月
４
日
㈬ 

10
時
～
16
時 

●�

場
所
／
秋
田
弁
護
士
会
館
（
秋
田

市
山
王
６
丁
目
２ｰ

７
）※
面
談
会

場
●
費
用
／
相
談
料
お
よ
び
通
話
料 

無
料

●
対
象
／
秋
田
県
内
の
方

●
定
員
／
18
人

●
申
込
・
問
合
せ
／
秋
田
弁
護
士
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

３
７
７
０
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テ
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ス
ク
ー
ル
第
６
期
生
募
集

　
秋
田
県
に
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
利
用
技
術
や
環
境
・
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
な
ど
を
オ
ン
ラ

イ
ン
講
義
で
学
べ
る
秋
田
大
学
の
履

修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
修
了
者

に
は
秋
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
長
名
の
履
修
証
明
書
を
交
付
し
ま

す
。

●�

実
施
期
間
／
5
月
23
日
㈯
開
講
～
12

月
19
日
㈯
修
了
予
定

●�

場
所
／
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
（
オ

ン
デ
マ
ン
ド
・一
部
ラ
イ
ブ
配

信
）▼
課
題
研
究
発
表
会
、修

了
式
な
ど
は
秋
田
大
学
手
形

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
予
定

●�

主
催
／
秋
田
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科

●�

履
修
資
格
／
大
学
を
卒
業
し
た

方
、
ま
た
は
大
学
卒
業
と
同
等
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
22
歳

以
上
の
方

●�
受
講
要
件
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
所
持
し
、
基
本
的
な
操

作
が
で
き
る
方

●
定
員
／
10
人
程
度

●�

受
講
料
／
５
０
０
０
０
円

（
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
参
加
費
な
ど

は
別
途
）

●�

申
込
受
付
期
間
／
2
月
16
日
㈪
～ 

3
月
9
日
㈪

●
合
格
発
表
／
3
月
23
日
㈪

※
本
ス
ク
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
対
策

に
つ
い
て

　

暖
か
い
居
間
か
ら
、
寒
い
廊
下
、

脱
衣
所
を
通
っ
て
、
熱
い
風
呂
に
入

る
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
温
度
変
化

に
よ
る
血
圧
の
変
動
で
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
、
失
神
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
び
ま
す
。

ま
た
、
入
浴
中
に
気
を
失
う
と
、
浴

槽
の
中
で
溺
れ
る
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
。
時
間
が
経
っ
て
か
ら
発
見
さ

れ
、「
も
っ
と
早
く
見
に
行
っ
て
い
れ

ば
…
。」
と
い
う
ご
家
族
の
声
を
多
く

の
救
急
隊
員
が
耳
に
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
対
策
、
見
守
り

に
よ
り
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
実
践
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に 

①�

入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
て

お
く

②�

湯
温
は
41
度
以
下
、
お
湯
に
つ
か
る

時
間
は
10
分
ま
で
を
目
安
に
す
る

③
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

④�

食
後
す
ぐ
の
入
浴
や
、
飲
酒
後
、
医

薬
品
服
用
後
の
入
浴
は
避
け
る

⑤�

お
風
呂
に
入
る
前
に
、
同
居
す
る
家

族
に
ひ
と
声
か
け
る

⑥�

家
族
は
入
浴
中
の
高
齢
者
の
動
向
に

注
意
す
る

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署 

救
急
班

☎
54ｰ

２
３
０
２

政
府
広
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
12
月
受
付
分　
敬
称
略

�
▼
茂
木
浩
幸
（
西
長
野
桂
渕
）

▼
石
沢
キ
ヌ
（
角
館
町
岩
瀬
）

▼
門
脇
隆
広
（
生
保
内
字
堂
ノ
前
）

▼
佐
藤
厚
子
（
角
館
町
東
前
郷
）

▼
大
石
ま
す
子
（
梅
沢
字
東
田
）

▼
永
山
良
一
（
西
長
野
高
森
）

▼
㈱
ア
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

▼
そ
ば
処 

な
め
と
こ
山

▼
寺
沢
里
山
の
会

▼�

仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

旧
中
川
班 

代
表 

山
本
實

▼�

（
公
社
）
日
本
J
C
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ 

災
害
支
援
委
員
会

▼�

東
日
本
フ
ー
ド
株
式
会
社

▼�

茶
立
て
の
清
水
を
守
る
会

　
会
長 

青
柳
征

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

網
戸
の
張
替
え
実
技
講
習

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
後
継
者
育
成

を
目
的
に
実
技
講
習
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、今
年
度
は
次
の
と
お
り「
網

戸
の
張
替
え
」
の
実
技
講
習
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
会
員
、
一
般
市
民
問

わ
ず
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
般
市
民
の

方
は
当
セ
ン
タ
ー
の
入
会
を
希
望
も

し
く
は
検
討
し
て
い
る
方
に
限
り
ま

す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
３
月
4
日
㈬ 

9
時
～
12
時

●�

場
所
／
仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
作
業
室

●�

参
加
人
数
／
作
業
室
の
都
合
に
よ

り
、
会
員
、
一
般
市
民
合
わ
せ
て

8
人
程
度

●
申
込
期
限
／
２
月
27
日
㈮

●�

申
込
・
問
合
せ
／
（
公
社
）
仙
北
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
55ｰ

１
６
４
６

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

ご
利
用
の
ご
案
内

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ご
自
身
の
年
金

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●�

募
集
住
宅
／
県
営
船
場
町
住
宅（
大

仙
市
大
曲
船
場
町
）

●�

募
集
戸
数
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
４
階
建
て 

３
Ｄ
Ｋ 

１
戸
（
平

成
６
年
度
建
設
）

●�

家
賃
／
３
Ｄ
Ｋ 

２
２
９
０
０
円
～

●�

募
集
期
間
／
２
月
２
日
㈪
～
２
月

10
日
㈫

●
入
居
可
能
日
／
３
月
１
日
㈰

●�

入
居
条
件
／
単
身
可
、
住
宅
困
窮

状
況
、
所
得
な
ど

※�

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

●�

そ
の
他 

／ 

期
間
中
に
入
居
希
望

者
が
な
か
っ
た
場
合
、
翌
月
引
き

続
き
募
集
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／ 

秋
田
県
仙
北
地
域
振
興

局
建
設
部
建
築
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

３
１
１
３

中
古
メ
ガ
ネ
の
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

不
要
に
な
っ
た
メ
ガ
ネ
や
サ
ン
グ
ラ

ス
を
回
収
し
、
そ
れ
ら
を
必
要
と
し

て
い
る
世
界
中
の
皆
様
に
提
供
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

中
古
メ
ガ
ネ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
角
館

庁
舎
入
り
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
不
要
な
メ
ガ
ネ
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
寄
付
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

●
回
収
対
象
の
メ
ガ
ネ
の
注
意
事
項

▼�

破
損
（
レ
ン
ズ
の
欠
け
、
割
れ
、

柄
が
無
い
な
ど
）
が
な
い
こ
と

▼�

度
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
、
サ

ン
グ
ラ
ス
も
可

▼�

だ
て
メ
ガ
ネ
（
度
無
し
メ
ガ
ネ
）

は
不
可

●
受
付
期
間
／
３
月
20
日
㈮
ま
で

●�

問
合
せ
／
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局

☎
55ｰ

２
３
７
３

お
知
ら
せ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ま
た
は
パ
ソ

コ
ン
）
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
自
宅
か
らe-Tax

で

24
時
間
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
大
曲
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場

で
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
日
の
相
談
受
付
は
、
相
談
枠
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事

前
予
約
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
で
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
お
友
だ
ち
追
加
が
必
要
で
す
。

　
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
用
し
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
作

成
、e-Tax 

に
よ
り
送
信
（
提
出
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し

た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
が
無
効
化
さ
れ
て
い
な
い
か
を
来

場
前
に
必
ず
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

開
設
期
間
・
時
間
／
２
月
16
日
㈪

【
大
曲
税
務
署
よ
り
】

令
和
７
年
分
確
定
申
告

～
３
月
16
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
） 

9
時
～
17
時

●
場
所
／
大
曲
税
務
署

●�

問
合
せ
／
大
曲
税
務
署

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

２
１
９
１

※�

自
動
音
声
案
内
で
「
0
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
追
加
→

集
要
項
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
あ
き
た
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
務
局

☎
０
１
８ｰ

８
８
９ｰ

２
４
５
１

■E-m
ail

：sustainability@
jim

u.akita-u.ac.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

募　
集

【
太
極
拳
か
く
の
だ
て
】

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
太
極
拳
は
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
よ
っ

て
心
身
が
衰
え
た
状
態
）
予
防
に
と

て
も
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
円
運
動
と
深
い
呼
吸

が
特
徴
で
、
幅
広
い
年
代
で
無
理
な
く

続
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
太
極
拳
か
く
の
だ
て
」
は
発
足
19

年
、
会
員
約
40
人
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

24
式
太
極
拳
を
中
心
に
体
力
の
向
上
を

目
指
し
、休
憩
時
間
の
「
お
し
ゃ
べ
り
」

で
ス
ト
レ
ス
発
散
も
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
個
人
の
や
る
気
に
合
わ
せ
て
扇
や

剣
に
も
挑
戦
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

練
習
日
／
毎
週
水
曜
日 

9
時
30
分

～
11
時
30
分
（
月
4
回
）

●
場
所
／
角
館
武
道
館

●�

講
師
／
高
橋
悦
子
先
生
（
日
本
連
盟

公
認
太
極
拳
A
級
指
導
員
５
段
）

●
費
用
／
月
１
５
０
０
円

●�

申
込
期
限
／
3
月
末
日
（
3
月
中
見

学
可
）

●
申
込
・
問
合
せ
／
赤
倉
薫

☎
０
９
０ｰ

５
８
２
１ｰ

０
３
９
９

秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動
員
募
集

　
公
益
社
団
法
人
秋
田
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
に

遭
わ
れ
た
被
害
者
、
ご
家
族
や
ご
遺

族
の
か
た
が
た
の
悩
み
の
軽
減
や
心

の
ケ
ア
を
目
的
に
、
電
話
相
談
、
病

院
や
裁
判
所
へ
の
付
き
添
い
、
被
害

者
支
援
活
動
に
対
す
る
理
解
・
浸
透

の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
広
報

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
募
集
す
る
支
援
活
動
員
／
約
10
人

●�

応
募
資
格
／
年
齢
25
歳
以
上
70
歳

未
満
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、
相

談
・
支
援
活
動
に
必
要
な
知
識
・

技
能
習
得
の
た
め
、
約
１
年
間
の

研
修
を
受
講
で
き
る
方
（
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）

●�

募
集
期
間
／
2
月
1
日
㈰
～
28
日

㈯
●�

応
募
方
法
／
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
務
局
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
直
接
入
力

で
き
る
「
応
募
フ
ォ
ー
ム
」
も
あ

り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
公
益
社
団
法
人
秋
田
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
１
８ｰ

８
９
３ｰ

５
９
３
５

※�

祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
10
時
か
ら
16
時
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と  

�

▼
年
金
記
録
の
確
認 

�

▼
年
金
見
込
額
の
試
算 

�

▼
各
種
通
知
書
の
確
認 

�

▼
納
付
書
な
し
で
納
付
可
能 

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
と
の
連
携
で
さ

ら
に
便
利
に
で
き
る
こ
と 

�

▼�

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

申
出

▼�

確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
必
要

な
書
類
の
電
子
送
付

▼
ね
ん
き
ん
定
期
便
情
報
の
確
認 

　
詳
し
く
は
、二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

年
金
機
構
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
専
用
番
号
／

☎
０
５
７
０ｰ

０
５
８ｰ

５
５
５



3030

おしらせおしらせ
ナビナビ

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

4141 20262026--11広報せんぼく広報せんぼく Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

～要介護認定に必要な認定調査とは～

　認定調査員がご自宅などを訪問し、心身の状態や
日頃の生活等を調べるために、本人と家族等から聞
き取りや動作確認を行います。
　では、調査の時どんなことを聞かれるの？例えば…

介護保険事務所からのお知らせ
check!

【急な体調不良（発熱など）の時の調査は避けましょう】
・�いつもと違う体調の時では、正しい調査ができない

ことがあります。
【困っていることはメモしておく】
・�緊張などから状況が伝えきれないことも…。困りご

とはメモしておくと安心です（【例】怒りっぽくなっ
た、物忘れがある、排泄の失敗が目立ってきた…な
ど）。困りごとが月（週）にどのくらいみられるか、
その際に介護者はどうしているか、などもわかると
調査に役立ちます。

【家族などに同席してもらう】
・�家族などいつもの介護者に同席してもらえば、より

正確な調査ができます。

　介護保険サービスを利用するには、要介護認定を
受ける必要があり、どのくらいの介護や支援が必要
かを調べるために認定調査が行われます。

イ
ベ
ン
ト

秋
田
県
南
冬
ま
つ
り

　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

　
対
象
と
な
る
県
南
の
冬
ま
つ
り
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
ス
タ
ン
プ

の
数
に
応
じ
て
県
南
地
域
の
特
産
品

を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●�

対
象
行
事
／

▼�

上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ（
仙
北
市
）

▼
刈
和
野
の
大
綱
引
き
（
大
仙
市
）

▼
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
（
美
郷
町
）

▼
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
（
大
仙
市
）

▼
角
館
の
火
振
り
か
ま
く
ら（
仙
北
市
）

▼�

横
手
の
雪
ま
つ
り 

か
ま
く
ら
（
横

手
市
）

▼
犬
っ
こ
ま
つ
り
（
湯
沢
市
）

●
賞
品
／

▼�

マ
ス
タ
ー
賞（
ス
タ
ン
プ
５
つ
以
上
）

／
秋
田
県
南
地
域
の
特
産
品
１
万

円
相
当
（
１
人
）

▼�

準
マ
ス
タ
ー
賞（
ス
タ
ン
プ
３
つ
以
上
）

／
秋
田
県
南
地
域
の
特
産
品
３
千
円

相
当
（
３
人
）

▼�

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞（
ス
タ
ン
プ
２
つ
以
上
）

／
秋
田
県
南
地
域
の
特
産
品
１
千
円

相
当
（
20
人
）

●�

問
合
せ
／
仙
北
地
域
振
興
局
総
務

企
画
部
地
域
企
画
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

５
１
１
４

　
詳
細
は
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

俳
画
を
学
ぶ
体
験
会

　
俳
句
も
俳
画
も
「
日
本
人
の
心
」
を

よ
く
表
現
し
た
芸
術
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
俳
画
は
「
俳
句
の
心
」
を
趣
の
あ

る
簡
素
な
絵
で
表
現
し
た
も
の
で

す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
も
た
ら

し
、
季
節
の
移
ろ
い
に
敏
感
に
な
り
、

毎
日
が
楽
し
く
な
れ
ま
す
。
一
緒
に

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
3
月
16
日
、
４
月
27
日
、

５
月
18
日
（
全
て
月
曜
日
）

　
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
第
２

研
修
室

●�
主
催
／
全
日
本
穂
積
俳
画
協
会
秋

田
教
室

●�

参
加
費
／
各
回
１
５
０
０
円

※
道
具
・
画
材
は
お
貸
し
し
ま
す
。

●
定
員
／
10
人
（
先
着
）

●
持
ち
物
／
タ
オ
ル
（
筆
を
拭
く
物
）

●
問
合
せ
／
折
原
和
子 

☎
０
９
０ｰ

７
３
２
２ｰ

５
８
６
３

■大曲仙北広域市町村圏組合 介護保険事務所 認定業務班　☎0187-86-3912

【身体機能】
→�寝返りや起き上がり、歩行を何にもつかまらない

でできるか
【介助が必要かどうか】
→排泄や食事、着替えの動作に介助が必要か

【認知機能や心の状態】
→物忘れの症状、急に泣きたくなることがあるある

角館雛めぐり
　歴史ある角館には、代々大切に受け継がれてきた享保
雛や古今雛の古雛をはじめ、角館押絵や土人形のお雛様
が数多く残されています。この雛飾りを巡りながら町歩
きを楽しむ「角館　雛めぐり」を開催します。

【開催期間】2 月 14 日㈯～ 3 月 3 日㈫
【メイン会場】角館まちづくり地域運営体「まち角」

 主なイベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①スタンプラリー
▶期間／ 2 月 14 日㈯～ 3 月 3 日㈫
▶�料金／角館神明社御祈祷 角館雛めぐりスタンプラリー

絵馬（木製）1 枚 300 円
②ガイド付き雛めぐり
▶�日 時 ／ 2 月 14 日 ㈯、15 日 ㈰、21 日 ㈯、22 日 ㈰、     

3 月 1 日㈰　各日 13:00 ～
▶�集合場所／仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
▶�料金：2,500 円（各施設入館料、お茶代含む）※各日

先着 10 人（要予約）
③角館押絵づくり教室
▶�日時／ 2 月 21 日㈯、22 日㈰、3 月 1 日㈰
　各日 10:00 ～ 15:00（受付は 13:00 まで）
▶場所／仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
▶体験料／ 1,500 円　※先着 20 人限定

④ �mariko のおひなさま
似顔絵

▶�日 時 ／ 2 月 15 日 ㈰、
22 日 ㈰、23 日（ 月・
祝 ）、28 日 ㈯、3 月
1 日㈰ 各日 10:00 ～
15:00

▶�場所／角館まちづくり
地域運営体「まち角」

▶料金／ 1,500 円～
⑤振舞い餅
▶�日時／ 3 月 1 日㈰ 12:00 ～　※無くなり次第終了
▶場所／仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
⑥角館押絵ギャラリートーク
▶日時／ 2 月 28 日㈯ 13:30 ～
▶場所／角館樺細工伝承館
⑦おひなっこ市
▶�日時／ 3 月 1 日㈰～ 3 月 3 日㈫ 各日 10:00 ～ 12:00
※売切次第終了
▶場所／立町ポケットパーク
■問合せ／仙北市商工会角館本所　☎ 54-2304

大
曲
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練

●
エ
ア
ブ
ラ
シ
塗
装
入
門

▼
定
員
／
５
人

▼
開
催
日
／
２
月
25
日
㈬
～
26
日
㈭

●�

（
２
日
間
で
マ
ス
タ
ー
！
）
仕
事

で
役
立
つW

ord/Excel
入
門

▼
定
員
／
10
人

▼
開
催
日
／
２
月
25
日
㈬
～
26
日
㈭

●�

問
合
せ
／

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

６
３
２
１

　
訓
練
の
詳
細
、
そ
の
ほ
か
の
講
座
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

3131 20262026-- 22広報せんぼく広報せんぼく

「
就
業
規
則
10
の
基
本
と
作
成
・

見
直
し
」
セ
ミ
ナ
ー

　
社
員
の
定
着
率
が
悪
い
、
職
場
内

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
な
ど
の
原
因
は

貴
社
の
就
業
規
則
に
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
働
き
や
す
い
職
場
に
な
る

よ
う
定
期
的
に
見
直
し
社
員
の
定
着

や
、
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

よ
う
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
就
業
規
則
の

基
本
と
作
成
・
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

※�

申
込
期
限
は
２
月
16
日
㈪
定
員
40

人
に
な
り
次
第
締
切

●�

日
時
／
２
月
16
日
㈭ 

13
時
30
分

～
16
時

●�

場
所
／
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル

ヴ
ェ 

４
F
洋
室
C
（
秋
田
市
東

通
仲
町
４
番
１
号
）

●�

問
合
せ
／
秋
田
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー

☎�

０
１
２
０ｰ

６
９
５ｰ

７
８
３
／ 

０
１
８ｰ

８
６
５ｰ

５
３
３
５

認定調査とは

認定調査を受ける時のポイント

認定調査は要介護度を決める際の重要な資料とな
ります。適切な要介護判定につながるようご協力
ください。

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア
in
東
京

　
秋
田
県
で
は
、
県
内
へ
の
移
住
・

就
職
を
考
え
て
い
る
方
や
、
そ
の
ご

家
族
を
対
象
に
「
あ
き
た
就
職
フ
ェ

ア
in
東
京
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
秋
田
県
内
へ
の
移
住
・
就
職
を
検

討
す
る
際
に
必
要
と
な
る
暮
ら
し
や

仕
事
の
情
報
を
収
集
で
き
る
ほ
か
、

県
内
企
業
か
ら
直
接
説
明
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
参

加
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

●�

日
時
／
２
月
15
日
㈰ 

12
時
～
17
時

※�

11
時
か
ら
学
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
東
京
交
通
会
館 
12
階
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
有
楽
町
２ｰ

10ｰ

１
）

●�

対
象
／
秋
田
県
へ
の
移
住
・
就
職

を
検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ

る
方
な
ど

※�

社
会
人
・
学
生
、
家
族
、
知
人
問

わ
ず
ご
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
事
前
来
場
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
当
日
来
場
登
録
も
可
能
で
す 

●�

内
容
／
出
展
企
業
・
市
町
村
な
ど

と
移
住
・
就
職
に
関
す
る
面
談

※�

出
展
者
情
報
は
、
特
設
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

募　
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

大
曲
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
高
卒
等
対
象
２
年

コ
ー
ス
の
ご
案
内

　
今
が
チ
ャ
ン
ス
入
校
生
募
集
中
。

●��

受
付
期
間
／
2
月
16
日
㈪
～
3
月

13
日
㈮

●�

選
考
日
／
3
月
19
日
㈭

●�

定
員
／
機
械
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
シ

ス
テ
ム
科
（
10
人
）
建
築
施
工
科
・

色
彩
デ
ザ
イ
ン
科
（
15
人
）

●�

合
格
発
表
／
3
月
26
日
㈭

※�

合
格
者
が
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

●�

出
展
数
／
企
業
40
程
度　
市
町
村

な
ど
10
程
度

●�

問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人　
秋
田

県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構

☎
０
１
８ｰ

８
２
６ｰ

１
７
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
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保
健
の
お
知
ら
せ

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
お
聴
き
し
ま
す
！

 
こ
こ
ろ
の
相
談　
※
秘
密
厳
守

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
♪

 

若
者
の
居
場
所

　
「
若
者
の
居
場
所
」
と
は
、
心
の
重
荷
を

お
ろ
す
場
所
で
す
。

　
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
家

に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中
で
生

き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
が

対
象
で
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ

う
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
２
月
２
月
1717
日
㈫
日
㈫
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
14
時
～
16
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
第

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
第
22
研
修
研
修

室
）
室
）

●�

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

●�
主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問��
大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

楽
し
く
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！　
　
　

　
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
ま
し
ょ
う
！
開
催
時
間
内
に
個
別
に
お
話

（
相
談
）
も
お
聴
き
し
ま
す
。

 　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の
「
安
否
確
認
や

困
っ
た
と
き
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
」
で
す
。「
か
だ
れ
！
」
は
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！　

●�

開
催
日
／
２
月
4
日
㈬
、
18
日
㈬　

●�

時
間
／
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

　
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養
相
談
室

　
病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
心

の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の
不
安
、

子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●�

相
談
日
／
２
月
2
日
㈪
、13
日
㈮
午
前
の
み
、

16
日
㈪
、
27
日
㈮
午
後
の
み

●
時
間
／
【
午
前
】
①
10
時
～
②
11
時
～

　
【
午
後
】
③
13
時
30
分
～
④
14
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
庁
舎

●
相
談
方
法
／
1
回 

50
分 

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
楽
し
み

な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、ゆ
っ

く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
が
悩
み
な

ど
を
お
伺
い
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
開
催
時
間
内
の
都
合
の
い
い
と
き
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

●�
開
催
日
／

開
催
日
／
２
月
２
月
1818
日
㈬
日
㈬

●
時
間
／
10
時
～
14
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
無
料
無
料

問問
保
健
課 

☎
43ｰ
２
２
５
２

　
笑
い
ヨ
ガ
認
定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
伊
藤
晴
美
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
「
笑
い
の
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
笑
い
に
ヨ
ガ
の
要
素
や
、
呼
吸
法
、
軽
体

操
、
た
の
し
い
会
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
笑

顔
に
な
れ
る
会
で
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

●�

日
時
／

日
時
／
２
月
２
月
2020
日日
㈮　
受
付
：

㈮　
受
付
：
99
時時
4040
分分

～～
1010
時　
終
了
予
定
：

時　
終
了
予
定
：
1111
時時
3030
分分

「
笑
い
ヨ
ガ
で
、
心
も
・
体
も
健
康
に
！
」

笑
い
の
会

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

　　
22
月
の
「
え
が
お
サ
ロ
ン
」
は
お
休
み
と

月
の
「
え
が
お
サ
ロ
ン
」
は
お
休
み
と

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

包和花カフェ 包括支援
センター ワンダーモール 休憩スペース 43-2283 2月13日㈮10時～ 12時 無料

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延住民センター
※「介護予防出張講座」同時開催 55-5449 2月17日㈫14時～ 16時 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-4136 2月18日㈬10時～ 12時 300円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 白岩コミュニティセンター 42-8671 2月18日㈬14時～ 16時 100円

土曜日のさわやかカフェ 友永千春 さわやか桜館1階ホール
角館町西長野中泊126-2 52-0003 2月28日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵
グループホーム花みづき3号館

地域交流室　角館町白岩新西野202-2
42-8671 2月28日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェが開催されています♪オレンジカフェが開催されています♪

2月の日程

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の１つで、認
知症の方やその家族、地域の方など誰でも気軽に集い、交流することの
できる集いの場です。認知症に関する相談にも応じることができますの
で、気軽にご参加ください。感染症の状況などによりお休みする場合も
あります。詳細については直接カフェにお問い合わせください。

●問合せ／包括支援センター　☎ 43 ｰ 2283

平均
利用者数

平均
介護度

11月 92.5人 2.57

12月 91.0人 2.52

にしき園は、高齢や病気で
身体機能の衰えた方に日常
的な医療やリハビリなどを
行い、生活機能の維持向上・
在宅復帰をめざす施設です

　まだまだ寒い日が続いていますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 
今回はにしき園の食事についてご紹介いたします。 
　園では、麺の日やスイーツの日、旅するランチなどの行事食を実施して
います。 
　旅するランチでは、なかなか旅行に行くことができない利用者さんに全
国、最近では世界の特産品や伝統料理を提供しています。 

にしき園だより
―第49号―

●問合せ／にしき園　☎ 47 ｰ 3211

　お声がけすると「そこに親戚がい
だったな～」「そこに旅行に行ったこ
とあるな～」など、その土地に関する
いろいろな思い出話を楽しそうに教え
てくださいます。 
　食を通じて大切な思い出を懐かしん
で頂けるため、これからも継続してい
きたい取り組みの 1 つです。 
　これからも、皆さんに喜んでいただ
ける食事を提供していけるよう頑張り
ます。 

●�

参
加
費
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

●�

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康
相

談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●�

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●�

内
容
／

内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

フ
レ
イ
ル
総
合
講
座
パ
ー
ト

～
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
体
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ
！
～

　
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
「
フ
レ
イ

　
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
「
フ
レ
イ

ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
度
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
コ
グ
ニ
サ

昨
年
度
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
は
頭
と
体
の
運
動
、
大
変
良
か
っ
た
で

イ
ズ
は
頭
と
体
の
運
動
、
大
変
良
か
っ
た
で

す
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
物
忘

す
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
物
忘

れ
が
多
く
な
っ
た
、
運
動
不
足
だ
な
、
と
感

れ
が
多
く
な
っ
た
、
運
動
不
足
だ
な
、
と
感

じ
て
い
る
方
に
お
勧
め
で
す
。
み
ん
な
で
動

じ
て
い
る
方
に
お
勧
め
で
す
。
み
ん
な
で
動

い
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て
体
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ

い
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て
体
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
ょ
う
！

し
ま
し
ょ
う
！

　
☆
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
軽
い
運
動
と
認

　
☆
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
軽
い
運
動
と
認

知
機
能
（
計
算
や
し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み

知
機
能
（
計
算
や
し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み

合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
こ
と
で
す
。

合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
こ
と
で
す
。

　
軽
い
運
動
と
計
算
な
ど
２
つ
の
課
題
を
同

　
軽
い
運
動
と
計
算
な
ど
２
つ
の
課
題
を
同

時
に
行
う
こ
と
で
脳
へ
の
刺
激
を
促
し
、
認

時
に
行
う
こ
と
で
脳
へ
の
刺
激
を
促
し
、
認

知
機
能
の
低
下
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
！

知
機
能
の
低
下
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
！

●�

対
象
者
／

対
象
者
／
6565
歳
以
上

歳
以
上
8585
歳
以
下
の
方

歳
以
下
の
方

●�

内
容
／

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
講
話
と
運
動
（
今

保
健
師
に
よ
る
講
話
と
運
動
（
今

年
度
は
講
師
を
迎
え
ず
保
健
師
に
よ
る
講

年
度
は
講
師
を
迎
え
ず
保
健
師
に
よ
る
講

話
と
運
動
を
行
い
ま
す

話
と
運
動
を
行
い
ま
す  

））

●�

日
程
／

日
程
／

▼�

3
月
3
日
㈫

▼�

3
月
10
日
㈫

▼�

3
月
16
日
㈪

●�

開
場
／

開
場
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ

西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ

オ
ン
オ
ン  

２
階
ホ
ー
ル

２
階
ホ
ー
ル

●�

受
付
／

受
付
／
1313
時
～
時
～
1313
時時
2020
分
（
終
了
：

分
（
終
了
：
1515
時
）
時
）

●�

持
ち
物
／

持
ち
物
／
国
保
市
民
課
で
配
布
し
て
い
る

国
保
市
民
課
で
配
布
し
て
い
る

青
色
袋
と
水
色
フ
ァ
イ
ル（
お
持
ち
の
方
）、

青
色
袋
と
水
色
フ
ァ
イ
ル（
お
持
ち
の
方
）、

運
動
し
や
す
い
服
装
、
水
分

運
動
し
や
す
い
服
装
、
水
分

●�

申
込
締
切
／

申
込
締
切
／
22
月月
2424
日
㈫
日
㈫

●�

問
合
せ
／

問
合
せ
／
国
保
市
民
課

国
保
市
民
課  

☎
43ｰ

３
３
１
６

2
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※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ by 母子モ」では、随時
情報を更新しています。ダウンロードはこちらから！ →

日にち 内容 対象者 時間
12日㈭ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
3日㈫・18日㈬ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成9日㈪・25日㈬ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 22
☎080-1663-4494子育てサポート　「はっぴい・マム」 角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

16日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

2 日㈪・9 日㈪
16 日㈪・24 日㈫

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※ 2/16 ㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

2
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」お子さまのお誕生日月に遊びに来てくれた方には、

お誕生日カードをプレゼントします！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）2 月の開放日
水曜日　4日・18日・25日

木曜日　5日・12日・19日・26日

金曜日　6日・13日・20日・27日

予約不要
10:30 ～ 11:30「カスタムクレヨンを作ろう！」

25日水 10:00 ～ 12:00
「お昼寝フォト週間」

すくすく成長記録Day

12 日 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問合せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

3 日火

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

だしのこ園の節分・豆まき会に参加しよう !!

6 日金 はいはいしたり、あんよしたりなど、
体を動かして遊ぼう (^^ ♪
ふれあい遊びや絵本の読み聞かせをします！

4 日水 ボールプールで遊んでみよう♪

雪に触れて遊ぼう☃

3 日火 豆まき会に参加しよう !!

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

予約制：4 組

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

13 日金

12 日木

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

6 日金

18 日水 だしのこ園で遊ぼう (^^ ♪

18 日水 好きなおもちゃを見つけて遊ぼう♪

18 日水 ひな飾りを作ってみよう !

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

№170　

第 170 号

「
あ
ん
べ
い
い
な
チ
ャ
ー
ハ
ン
」で

仙
北
市
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
生
保
内
小
学
校

　
生
保
内
小
学
校
４
年
生
30
人
が
、
初
冬

の
盛
岡
市
肴
町
を
訪
れ
、
盛
岡
市
民
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
仙
北
市
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
す
る
活
動
で
、
ふ
る
さ
と
に
つ
い

て
誇
り
を
も
っ
て
語
る
児
童
に
育
っ
て
い

ま
す
。

　
市
内
４
小
学
校
児
童
３
９
２
人
が
神
代
小
学

校
体
育
館
に
集
ま
り
、
わ
ら
び
座
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
ひ
ひ
爺
ち
ゃ
ん
と
ボ
ク
の
旅
」を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の「
あ
と
む
」君
が
６

代
前
の
お
爺
ち
ゃ
ん「
ひ
ひ
爺
ち
ゃ
ん
」と
一
緒

に
、
和
の
音
楽
を
求
め
て
時
空
を
超
え
た
旅
を

す
る
物
語
で
す
。

　
角
館
の
お
囃
子
を
含
め
、
各
地
の
伝
統
芸
能

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
た
び
、
児
童
の
熱
い
ま
な

ざ
し
が
ス
テ
ー
ジ
に
集
中
し
ま
し
た
。
こ
き
り

こ
節
で
は
、
参
加
者
全
員
で
手
拍
子
の
合
奏
を

行
い
、
会
場
が
1
つ
に
な
る
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
最
後
の
曲
に
は
み
ん
な
で
揃
っ
た

手
拍
子
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
で
、
鑑
賞
会
を
終

え
ま
し
た
。
合
同
で
の
芸
術
鑑
賞
に
つ
い
て
、

若
生
悠
月
さ
ん（
桧
木
内
小
６
年
）は「
大
勢
が

集
ま
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見

て
い
た
の
で
、
ど
こ
の
学
校
も
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
た
」、草
彅
望
乃
さ
ん
・
田
村
歩
蓮
さ
ん（
生

保
内
小
５・６
年
）は「
短
時
間
だ
け
ど
他
校
の

人
と
交
流
も
で
き
た
。
仲
良
く
な
れ
た
と
思
う
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

50人 前 の あ ん べ い い な
チャーハンは 45分ほどで
完売しました。購入者には
県民の森間伐材で作った
コースターがもれなくプレ
ゼントされました。

環
境
教
育
・
お
茶
席
体
験
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
保
内
中
学
校

27日金～

25 日水 ひな祭りの製作をしよう !!!

20 日金

25 日水 園内を見学してみよう！　

こども園を探索しよう！
身体測定・2 月生まれのお誕生会

26 日木

25 日水 ひな人形を作ってみよう！

お子さまが舐めても安全なクレヨンを作ってみませんか？
インテリアにもなるとても可愛いクレヨンです！

予約不要

★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。
※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！

　はっぴいルームは、お友だち作りや、情報交換の場とし
て開放しています。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、
引っ越してきたばかりで知らないことばかり・・・と不安
なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも
どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。子供が大好きなサ
ポーターが、オモチャを準備してお待ちしていま～す！

木

田沢湖地区だけではなく角
館のお祭りや紙風船上げな
ど、仙北市全域の魅力をフ
リップを使って盛岡市民に
伝えました。説明後には楽
しい会話が続きました。

第
28
回 

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

～Sem
boku City

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議
～

　

第
28
回
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
～Sem

boku City 

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議
～
が
各
小
中
学
校
の
代
表
22
名

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
夏
の
大
雨
災
害
へ
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
、
西

明
寺
中
学
校
か
ら
報
告
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
故
郷

へ
の
思
い
を
確
か
め
合
い
、
新
た
な
活
動
へ
の
意
欲

を
高
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
企
画
を
進
め
て
い
た

「
仙
北
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の

方
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
各
小
中
学
校
で

心
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

仙
北
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～
角
館
編
～

●�

開
催
日
／
2
月
10
日
～
2
月
23
日

●
場
所
／
角
館
地
域

●�

協
力
企
業
／
児
童
生
徒
作
成
ポ
ス
タ
ー
、
仙
北

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
周
知

合
同
芸
術
鑑
賞
教
室

生
保
内
・
神
代
・
西
明
寺
・
桧
木
内
小
学
校

記
念
の
色
紙
を
も
ら
い

記
念
の
色
紙
を
も
ら
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
生
保
内
中
学
校
１
年
生
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
東
北
電
力
出
前
授
業
と
お
茶
席
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
東
北
電
力
秋
田
支
店
の
平
泉
知
加
さ
ん
・
児
玉
魁

さ
ん
か
ら
、
発
電
の
仕
組
み
や
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
後
、
模
型
で
発
電
し

て
み
る
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
通
し
て
多
く
の
課
題
に
気
付
い
た
授
業
で
し

た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
モ
ン
ゴ
ル
青
年
研
修
団
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
裏
千
家
荒
川
社
中
の
方
々
が
点

て
た
お
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。
国
際
交
流
も
意
識
し

な
が
ら
の
お
茶
は
、「
和
敬
清
寂
」の
心
を
一
層
際
立

た
せ
た
よ
う
で
す
。
最
後
は
モ
ン
ゴ
ル
研
修
団
の
方

か
ら
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
中
学
生

の
生
活
や
お
い
し
い
お
菓
子
の
こ
と
な
ど
、
生
保
内

中
生
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
興
味
の
尽
き
な
い
様
子

で
し
た
。
課
題
・
伝
統
な
ど
か
ら
、
多
面
的
に
地
域

を
見
直
す
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
「
力
」
が
電
力
に

自
分
の
「
力
」
が
電
力
に

変
わ
る
と
こ
ろ
を
実
感
し

変
わ
る
と
こ
ろ
を
実
感
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

集
合
写
真
に
は
生
保
内
中

集
合
写
真
に
は
生
保
内
中

制
服
、
着
物
、
モ
ン
ゴ
ル

制
服
、
着
物
、
モ
ン
ゴ
ル

民
俗
衣
装
が
並
び
ま
し
た
。

民
俗
衣
装
が
並
び
ま
し
た
。

協力企業との折衝、ポス
ター作成など、スタンプ
ラリー実施に向けての具
体的活動を中学校区毎に
進めました。

27 日金
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生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

 

地
域
学
校
協
働
活
動 　
神
代
中
学
校

「
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
神
中
生
」

▶お稲荷さまの謎解き帖《朝水想》
▶雀ちょっちょ《村木嵐》
▶ spring another season《恩田陸》
▶湯船《武内涼》
▶初雪《柴田よしき》
▶�今さら聞けない神社の超基本《渋谷申博》
▶�大河ドラマ豊臣兄弟！前編《八津弘幸》
▶�毎日食べたい中国の家ごはん《りん》
▶キャンディカラーのかぎ針編み《CORORURU》
▶�わたしとわたし《五味太郎》
▶�夢中が未来をつくる《山中伸弥》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 2月の
休館日

2 日㈪、9 日㈪、11 日（水・祝）、
16 日㈪、23 日（月・祝）、24 日（火
・振替休館）28 日（土・整理休館）

Instagram

フォローお願いします

　仙北市にゆかりのある 4人の作家、高井有一、渡辺喜恵子、
千葉治平、西木正明。11月から展示していた内容を、2月 28
日より一部入れ替えてご紹介します。ぜひこの機会に足をお運
びください。

▶��飲中八仙歌-杜甫と李白-《千葉ともこ / 著》
▶�剽窃新潮《いしいひさいち / 著》
▶弔いのひ《間宮改衣 / 著》
▶�温泉放浪記《森まゆみ / 著》
▶�バウムガートナー《ポール・オースター / 著、柴田元幸 / 訳》
▶�今は何時ですか？《丸谷才一 / 著》
▶�わたしたちの不完全な人生へ
  《ヴェロニク・オヴァルデ / 著、村松潔 / 訳》
▶私の幕末維新史《渡辺京二 / 著》
※�このほかたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～2月7日㈯　　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ

2月の

企画展示「綴られた記憶」
－仙北市の四人の作家、その言葉と筆跡－Ⅰ

会期：2月15日㈰まで

 

パ
ラ
コ
ー
ド
編
み
教
室

　
パ
ラ
コ
ー
ド
の
編
み
方
を
学
び
、
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
テ
ム（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
ス
ト
ラ
ッ
プ
）を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●��

日
時
／
①
2
月
19
日
㈭ 

②
2
月
26
日
㈭

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●��

場
所
／
①
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
、

  

②
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●��

講
師
／
山
形 

美
紀 

氏

●�

受
講
料
／
８
０
０
円（
材
料
費
）

●�

持
ち
物
／
ハ
サ
ミ

●�

定
員
／
各
日
10
人

●
申
込
期
間
／
2
月
2
日
㈪

　
～
2
月
13
日
㈮

●
問
合
せ
／
①
中
央
公
民
館
、    

  

②
角
館
公
民
館

　
神
代
中
学
校
で
は
、
自
ら
進
ん
で
地
域
貢

献
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
、
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し

な
が
ら
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
学
校
周
辺
を
手
分
け
し
て
清
掃
活

動
を
行
い
ま
す
。
夏
に
は
事
前
に
チ
ラ
シ
を

地
域
の
方
々
に
配
布
し
、
夏
休
み
中
に
ア
ル

ミ
缶
回
収
活
動
を
行
い
ま
す
。
秋
に
は
紅
葉

ま
つ
り
の
前
に
小
学
校
と
合
同
で
抱
返
り
の

清
掃
活
動
に
、
冬
に
は
自
分
の
地
域
に
住
む

高
齢
者
の
家
周
り
の
除
雪
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ど
の
活
動
に
も
生
徒
は
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
地

域
を
思
う
気
持
ち
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指

し
て
地
域
の
人
と
生
徒
で
熟
議
も
重
ね
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は「
神
代
愛
」を
テ
ー
マ
に
、

神
代
愛
を
深
め
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
神
代
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
に
」を

テ
ー
マ
に
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
熟
議
の
話
し
合
い

を
も
と
に
、
よ
り
よ
い
神
代
づ
く
り
に
つ
な

が
る
貢
献
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『晴れの日の木馬たち』
《原田マハ / 著》

　
田
沢
湖
公
民
館
を
主
な
活
動
の
場
と
す
る

サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
今
年
度
の
公

民
館
講
座
で
行
っ
た
作
品
の
体
験
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
時
間
や
体
験
の
内
容
は
、
３
月
号
の

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●�
日
時
／
3
月
5
日
㈭・3
月
6
日
㈮

●
内
容
／
作
品
展
示
、

　
も
の
づ
く
り
体
験

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合

　
開
発
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

「グロリア
 ソサエテ」

《朝井まかて》
KADOKAWA

「のせごはんと
  かけごはん」 

《長谷川あかり》
主婦と生活社

『成瀬は都を駆け抜ける』
《宮島未奈 / 著》

「節分のえほん」
『おには外！福は内！』 節分にあわせて、おにや豆
にまつわる絵本を集めました。

スマホで簡単
蔵書検索

2月の
休館日 2日㈪、9日㈪、16日㈪～27日㈮（展示替え休館）

テーマ展示

「猫の日」

2月の
休館日

おはなしおはなし玉手箱玉手箱
おとなもどうぞ！

※入場無料
21日㈯10:00～

2月2月  とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

7日㈯、14日㈯、21日㈯
9:00～ 12:00

「バレンタイン・キッス」

アルミ缶回収活動

令和7年度熟議

「泣いたあかおに」

　
旬
の
冬
野
菜
で
作
る
ス
ー
プ
。
野
菜
の
甘
み

を
し
み
じ
み
味
わ
い
な
が
ら
、
心
も
体
も
温
ま

る
ス
ー
プ
の
時
間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
2
月
20
日
㈮ 

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
―

●
講
師
／
斉
藤 

妙
奈
子 

氏（
花fe'

香fe'

）

●�

メ
ニ
ュ
ー
／
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
、
に
ん
じ
ん
の
ポ

タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ

●
受
講
料
／
１
２
０
０
円

●�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
2
月
2
日
㈪
～
2
月
13
日
㈮

●
問
合
せ
／

  

田
沢
湖
公
民
館

今月のテーマ展示

2 日㈪、9 日㈪、11 日（水・祝）、
16 日㈪、23 日㈪、
28 日（土・整理休館）

 

マ
ナ
ビ
イ
ー
ト
（
学
び
と
食
）

　
食
材
を
活
か
し
た
調
理
の
工
夫
を
学
び
食

の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

●��

日
時
／
①
2
月
26
日
㈭ 

②
3
月
13
日
㈮

　
10
時
～
13
時

●��

場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●�

内
容
／
①
サ
バ
の
味
噌
煮
、
ゴ
ボ
ウ
と
レ

ン
コ
ン
の
土
佐
煮 

②
鶏
肉
の
さ
っ
ぱ
り
煮

込
み
、
ニ
ョ
ッ
キ
の
ス
ー
プ

●��

講
師
／
梁
田 

麗
斗 

氏

●�

受
講
料
／
①
②
各
８
０
０
円

●�

持
ち
物
／
調
理
に
適
し
た
服
装（
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
マ
ス
ク
な
ど
）

●�

定
員
／
12
人

●
申
込
期
間
／
2
月
2
日
㈪
～

　
2
月
20
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

 

モ
ル
ッ
ク
教
室

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る

モ
ル
ッ
ク
。
初
め
て
の
方
も
体
験
し
た
こ
と

の
あ
る
方
も
、
お
友
達
や
ご
家
族
、
近
所
の

方
を
誘
っ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●��

日
時
／
2
月
18
日
㈬ 

13
時
30
分
～
15
時

●��

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●��

講
師
／
毛
利 

俊
介 

氏

●�

受
講
料
／
無
料

●�

定
員
／
12
人

●
申
込
期
間
／
2
月
2
日
㈪
～
2
月
13
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

 

冬
野
菜
の
温
か
い
ス
ー
プ
教
室

第
11
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

パネル
シアタ―

紙芝居

「ももたろう」

会期：2月28日㈯～5月31日㈰

チョコレートと恋のお話です
クイズ・なぞなぞ大会をやります !!

ニャー
　ニャー
　　ニャー

－仙北市の四人の作家、その言葉と筆跡－Ⅱ



髙田君雄　　 （91 歳・生保内字牛沢）

鈴木直一　　 （92 歳・生保内字下高野）

田口耕生　　 （91 歳・生保内字十里木）

中島ユキ　　 （86 歳・生保内字上滝沢）

鎌田コウ　　 （96 歳・生保内字武蔵野）

藤澤ひとみ　 （58 歳・生保内字武蔵野）

吉成純　　　 （55 歳・生保内字武蔵野）

納谷惠美子　 （85 歳・生保内字武蔵野）

羽川悦子　　 （88 歳・生保内字水尻）

髙橋ミチ子　 （91 歳・生保内字久保）

久保ハマ　　 （86 歳・生保内字野中）

佐々木村夫　 （81 歳・生保内字相内端）

鈴木　枝　　 （76 歳・生保内字上堂田）

草　稲太郎　 （90 歳・生保内字下堂田）

田口準一　　 （78 歳・田沢字春山）

佐藤アキノ　 （103 歳・田沢字鎧畑）

清水洋衛　　 （63 歳・岡崎字鎌川）

戸﨑清龍　　 （81 歳・神代字柏林）

安藤経子　　 （74 歳・神代字柏林）

髙　幸子　　 （73 歳・神代字下生田）

菊地幸子　　 （82 歳・梅沢字都野）

倉田弘司　　 （96 歳・梅沢字大石野）

藤原冨士雄　 （83 歳・卒田字荒町）

佐藤一男　　 （87 歳・金山下）

　原松夫　　 （88 歳・岩瀬下タ野）

藤原喜市　　 （91 歳・上菅沢）

栗沢一巳　　 （72 歳・外ノ山）

山崎典子　　 （81 歳・細越町）

岡田瑠衣　　 （42 歳・川原町）

鈴木勇治　　 （93 歳・中町）

藤枝仁　　　 （76 歳・小勝田前田）

藤枝由貴　　 （24 歳・小勝田中川原）

細川龍子　　 （97 歳・小勝田下川原）

伊藤ミチ　　 （89 歳・西長野上野）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

51 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 8 年 1 月 1 日現在）

出生
4 人 28 人

死亡 転入 転出
33人

人口 22,337 人
（－ 52）　

男  10,357 人 （－ 25）
女  11,980 人 （－ 27）

世帯数 10,187 世帯 （－ 17）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――1212 月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,362 人
角　館 10,406 人
西　木   3,569 人

澤田樹
き あ

阿（雅亮・水ノ目沢）

菊地惺
せ い は

巴（杏樹・小勝田間野）

藤枝結
ゆ り か

梨佳（里絵・小勝田小倉前）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informatioおもてなしせんぼく耳より情報

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

 臨時休業のお知らせ
　現在、臨時休業中の仙北市民浴場「東風の湯」ですが、原因について調査したところ、機器類の異常ではなく、源泉から湯量
が減少していることが原因であることが判明いたしました。また、同時に源泉の温度も低下しており、営業再開をお楽しみにされ
ていた皆さまには大変申し訳ございませんが、臨時休業を延長せざるをえない状況となっております。
　今後につきましては、湯量減少と湯温低下への更なる対応を検討してまいりますので、ご理解ご配慮のほどよろしくお願いい
たします。
　東風の湯回数券をお持ちの方につきましては、角館温泉 花葉館、西木温泉 ふれあいプラザクリオンでもご利用いただけます。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

佐々木孝　　 （96 歳・西長野熊堂）

小松ミサ　　 （88 歳・雲然下町屋）

藤木ツヤ子　 （92 歳・薗田中村）

佐藤宏　　　 （90 歳・薗田中村）

草　米子　　 （76 歳・広久内下タ町）

鈴木吉治　　 （81 歳・上桧木内字黒沢）

加藤武良　　 （90 歳・桧木内字松葉）

田口幸　　　 （90 歳・小山田字堀之内）

鈴木キヌ子　 （81 歳・小渕野字小白川）

2/ 1      ～3/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

2 /
１ 　　　　　山下歯科医院（大仙市大曲黒瀬町・☎ 0187-63-0418）

２ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

３
４ ●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）

５

６
●仙北市議会議員一般選挙立候補予定者説明会（田沢湖庁舎 10:00 
～ ）
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30）

　  7    
●白岩城址燈火祭り（白岩平城 17:00 ～ 20:00）
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～ ）

８ 　　　　　富永歯科医院（美郷町六郷・☎ 0187-84-0123）

９

１０
●上桧木内の紙風船上げ（紙風船広場 15:00 ～ ）
●せんぼくしわくわくスタンプラリー（詳細は15ページをご覧くださ
い）

１１
●第 29 回おやま囃子芸能発表会（角館交流センター 9:00 ～ 14:20）

●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

１２
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館支所13:00 ～ 15:00）

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）

１３
●令和７年度仙北市総合政策審議会（田沢湖庁舎 13:30 ～ 15:30 頃）

●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●包和花カフェ（ワンダーモール 休憩スペース 10:00 ～ 12:00）

１４
●角館の火振りかまくら（角館町内各所 18:00 ～ 20:00）
●角館雛めぐり（詳細は31ページをご覧ください）

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）

１５ 　　　　　金子歯科クリニック（大仙市大曲丸子町・☎ 0187-63-
7300）

１６
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館10:00 ～ 
12:00）
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

１７ ●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延住民センター 14:00 ～ 16:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷

１８

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）
●オレンジカフェ（白岩コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00）
●モルック教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:00）

１９
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）
●パラコード編み教室（西木総合開発センター 13:30 ～ 15:30）

２０
●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）
●冬野菜の温かいスープ教室（田沢湖健康増進センタ― 10:00 ～ 
12:00）

２１
●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場 10:00 ～ 20:00）

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）

２２
●行政相談所開設日（桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
　　　　　たかはし歯科クリニック（大仙市高梨・☎ 0187-62-
6800）

２３

２４
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）

仙北警察署（10:00 ～ 11:15）
国土交通省角館国道維持出張所（13:15 ～ 16:00）

２５
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）
●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）

２６
●パラコード編み教室（小野崎家 13:30 ～ 15:30）
●マナビイート（学びと食）（就業改善センター 10:00 ～ 13:00）

２７ ●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～ ）

２８
●オレンジカフェ（さわやか桜館 1 階ホール 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（グループホーム花みづき 3号館地域交流室 14:00 
～ 16:00）
●企画展示「綴られた記憶」－仙北市の四人の作家、その言葉と
筆跡－Ⅱ（イベント交流館）
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　　　　　さとうデンタルクリニック（仙北市角館町・☎ 0187-
55-4222）
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日 22日

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

休日歯科

休日歯科日

月

火

水

木

金

土

日

土

日

月

月

火

水

木

金

火

水

木

金

土

土

日

月

火

KJ　初詣で引いたおみくじに
「騒がぬが良し」とありました。
私は早合点したり、勇み足で
先走ったり、自分の気持ちだ

けで物事を進めてしまったりするところ
があると自覚しています。おみくじを見
た瞬間、ハッとしました。今年1年のテー
マは「騒がぬが良し」。落ち着いて、慎
重に行動していきたいと思います。

広報担当者の
広報担当者の

つつ
ややきき

ぶぶ

MI　小正月行事がい
よいよ始まります。雪
と火のコントラストが
美しい季節。受け継が

れてきた伝統や地域のあたたかさ
を、写真にしっかり収められるよ
う頑張ります。足元に気を付けな
がら、冬の行事を楽しみましょう！

KT　今年は winter ス
ポーツをしようと思っ
ていましたが、寒くて
こたつから出ることが

できない生活が続いています。健
康のためにも2 月からはスキーな
どのスポーツで適度に体を動かし
て、温泉で体を暖めて、今年の冬
も乗り切りたいと思います。

日

献　血

休日歯科

休日歯科

休日歯科

水

木

金

P14 ～ 22日まで 

P14

P14

P14

P15 ～ 23日まで 

P22

P23

P26

P27

P27

P27

P27

P27

P27

P27

P27

P27

P27

P31 ～ 3 月3日まで 

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P33

P33

P33

P33

P33

P33

P34

P34

P34 ～ 27日まで 

P36

P36

P36

P36

P36

P37

P37

P37

P37 ～ 5 月31日まで 

P37

P37

 クリオン大浴場 工事のお知らせ
2 月 23 日㈪より1か月程度、洗い場タイル改修工事を行います。
工事に伴いまして温泉営業は男女日替わり営業となります。男女日
替わり営業の日程につきましては、直接お問い合わせいただくかホー
ムページでご確認ください。

 プール券特別販売　2 月14 日㈯～ 20 日㈮まで
プール券大人 1冊 12 枚綴りを 4,000 円で販売します。
 2 月のメンテナンス休館日
26 日㈭はメンテナンスのため休館します。
最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホームページでもご確認
いただけます。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

3838Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations3939 広報せんぼく広報せんぼく

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30

 新年会受付中 !　～令和8年2月28日㈯
日帰りプラン　※ご予約は 2 名様より
花コース　5,000 円／葉コース　6,000 円／館コース　8,000 円
新年会プランをご利用の方は、1泊朝食付 7,000 円でお泊りいただけ
ます。

 温泉棟ロビーにて回数券特別割引販売
2 月15日㈰　10 時～19 時販売予定
5 冊1セット 10,000 円

 あんこうと海鮮フェア　2月28日㈯ 
料金　7,000 円　18 時 30 分～ 20 時 30 分予定
イベント＋ご宿泊　14,000 円

※�毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00 ～ 14:00）のため、14 時から通
常営業いたします。

　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

花 葉館 時






